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二
九

中
国
戦
国
時
期
青
銅
器
銘
文
の
史
料
化
に
関
す
る
一
試
論

─
三
晋
紀
年
銅
器
銘
文
の
字
形
分
析
を
中
心
に
─

下
　
田
　
　
　
誠

は
じ
め
に

　
本
稿
は
中
国
戦
国
時
期
に
お
け
る
青
銅
器
銘
文
の
史
料
化
の
一
端
に
つ
い
て
論
ず
る
。
こ
こ
で
述
べ
る
戦
国
青
銅
器
銘
文
の
史
料
化
と

は
、
考
古
出
土
遺
物
あ
る
い
は
伝
世
品
に
基
づ
く
有
銘
資
料
を
収
集
・
整
理
し
、
銘
文
真
偽
の
弁
別
や
器
銘
の
年
代
判
断
、
古
文
字
の
考

証
・
解
釈
、
文
例
研
究
な
ど
を
通
じ
て
、
利
用
可
能
な
「
史
料
」
と
し
、
時
代
像
の
再
構
築
を
目
指
す
試
み
で
あ
る）
1
（

。

　
別
の
表
現
を
す
れ
ば
、
一
つ
一
つ
の
遺
物
・
文
字
は
、
い
ま
だ
歴
史
を
紐
解
く
素
材
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
上
記
の
作
業
を
経
て
、
時

代
の
特
質
を
読
み
解
く
「
史
料
」
に
な
っ
て
い
く
。

　
戦
国
時
期
の
政
治
や
社
会
を
解
明
す
る
た
め
に
、
近
年
で
は
『
史
記
』
や
『
戦
国
策
』、
先
秦
諸
子
の
よ
う
な
既
存
文
献
史
料
と
と
も

に
、
多
く
の
出
土
文
字
資
料
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
法
律
や
書
物
を
記
し
た
秦
簡
・
楚
簡
な
ど
の
簡
牘
資
料
は
よ
く
知
ら
れ
る
が
、
そ
の

ほ
か
青
銅
器
や
貨
幣
、
印
章
、
陶
器
、
漆
器
な
ど
に
記
さ
れ
た
文
字
も
貴
重
な
同
時
代
資
料
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
具
体
的
に
研
究
を
進
め
て
い
く
た
め
、
対
象
を
限
定
す
る
。
本
稿
は
、
戦
国
時
代
中
原
に
国
家
を
形
成
し
た
三
晋
（
韓
・
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三
〇

魏
・
趙
）
の
青
銅
器
銘
文
を
通
じ
て
、
史
料
化
の
過
程
を
述
べ
て
い
く
。
三
晋
の
青
銅
器
銘
文
は
戦
国
前
期
か
ら
中
後
期
に
か
け
て
銘
文

形
式
に
違
い
が
あ
り
、
こ
こ
で
は
中
後
期
の
紀
年
を
記
す
紀
年
銅
器
・
紀
年
兵
器
銘
文
、
二
三
六
件
を
取
り
上
げ
る
。

　
筆
者
は
青
銅
器
銘
文
の
史
料
化
に
つ
い
て
、
お
よ
そ
次
の
一
〇
の
基
準
が
存
在
す
る
と
考
え
て
い
る
。

1
．
墓
葬
と
共
伴
器
　
2
．
型
式
　
3
．
辞
銘
格
式
　
4
．
紀
年
（
王
侯
在
位
年
数
）　
5
．
人
名

6
．
機
構
と
官
職
　
7
．
地
名
（
県
名
）
と
帰
属
　
8
．
特
殊
用
語
　
9
．
字
形
　
10
．
真
贋

　
こ
れ
は
ま
だ
熟
さ
な
い
考
え
を
記
す
も
の
で
あ
る
が
、
董
作
賓
「
甲
骨
文
断
代
研
究
例
」
な
ど
を
参
照
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
古
典
的

な
方
法
に
属
す
る）
2
（

。
た
だ
し
、
戦
国
時
代
の
青
銅
器
銘
文
の
研
究
は
一
九
七
〇
年
代
以
降
、
甲
骨
・
金
文
学
の
方
法
を
応
用
し
て
進
め
ら

れ
て
き
た
分
野
で
あ
り
、
古
典
的
な
方
法
を
再
確
認
し
な
が
ら
、
研
究
を
進
め
る
こ
と
も
許
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

　
本
稿
で
は
な
か
で
も
9
．
と
し
て
あ
げ
た
字
形
に
注
目
す
る
。
本
論
は
、
三
晋
の
紀
年
銅
器
銘
文
に
記
さ
れ
た
代
表
的
な
文
字
で
あ
る

「
年
」・「
命
」・「
庫
」・「

（
工
帀
）」（
合
文
の
た
め
一
字
と
み
な
す
）・「
冶
」
と
い
う
五
文
字
を
整
理
分
類
し
て
、
国
別
や
編
年
に
役

立
て
よ
う
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
「
冶
」
字
は
か
つ
て
研
究
を
お
こ
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
成
果
を
吸
収
し
、
新
し
い
材
料
に
つ
い
て

は
そ
の
際
の
基
準
を
利
用
し
た）
3
（

。

　
こ
の
五
文
字
の
研
究
に
関
し
て
、
本
稿
は
「
先
に
分
類
し
て
、
そ
の
後
編
年
を
お
こ
な
う
」
と
い
う
方
法
を
貫
い
た
。
筆
者
は
こ
れ
は

中
国
の
古
文
字
研
究
が
築
い
て
き
た
成
果
で
あ
る
と
考
え
て
い
る）
4
（

。

　
な
お
、
本
稿
は
筆
者
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
同
様
、
兵
器
銘
文
を
中
心
と
し
た
。
そ
れ
は
資
料
の
量
が
多
い
こ
と
と
、
一
定
の
型
を
持
っ

て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
本
稿
の
よ
う
に
、
同
じ
文
字
を
収
集
し
て
、
そ
の
字
形
の
分
類
を
お
こ
な
う
場
合
に
は
、
兵
器
銘
文
を
基
準
に
し

た
ほ
う
が
よ
い
。
実
際
、
先
達
も
そ
の
よ
う
に
進
め
て
き
た
の
で
あ
り
、
と
く
に
こ
れ
ま
で
は
工
人
（
器
物
の
製
造
者
）
を
意
味
す
る

「
冶
」
と
い
う
文
字
や
製
造
を
意
味
す
る
「
造
」
と
い
っ
た
文
字
を
整
理
、
分
類
し
、
国
別
に
役
立
て
る
研
究
が
存
在
し
た）
5
（

。
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三
一

　
字
形
へ
の
着
目
は
三
晋
文
字
研
究
の
進
展
の
帰
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
先
見
を
廃
し
、
ま
ず
は
虚
心
に
分
類
作
業
を
お
こ
な
う）
6
（

。

（
1
）
三
晋
紀
年
銅
器
銘
文
に
見
え
る
「
年
」
字
の
分
類

　「
年
」
字
は
甲
骨
・
金
文
に
多
数
見
ら
れ
る
。『
説
文
解
字
』
巻
七
上
に
「
穀
、
孰
（
熟
）
す
る
な
り
」
と
あ
り
、「
禾
に
従
い
千
の
声
」

と
い
う
が
、
甲
骨
・
金
文
で
は
「
人
」
に
従
う
。
甲
骨
文
で
は
「
東
土
年み

の
りを

受
く
る
か
」（
合
集
九
七
三
五
、
本
稿
末
略
称
一
覧
参
照
。

図
一
．
一
）
と
収
穫
を
指
し
て
い
る
。
西
周
金
文
に
至
り
、
年
数
の
意
味
（
紀
年
銘
）
が
出
現
し
、
西
周
晩
期
の
頌
壺
（
集
成
九
七
三
一
、

図
一
．
二
）
は
「
唯
れ
三
年
五
月
既
死
覇
甲
戌
」
と
始
ま
り
、「
頌
其
れ
万
年
眉
寿
、

な
が

く
天
子
に
臣
と
な
り
、
霊
終
な
ら
ん
こ
と
を
。

子
々
孫
々
、
宝
用
せ
よ
」
と
結
ぶ
。
こ
の
「
年
」
字
も
人
に
従
う
。
春
秋
中
期
と
見
ら
れ
る
曾
伯

簠
（
集
成
四
六
三
一
、
図
一
．
三
）

に
は
「
万
年
眉
寿
無
疆
、
子
々
孫
々
、
永
く
宝
用
の
享
と
せ
よ
」
と
あ
り
、
こ
の
「
年
」
字
は
「
千
」
に
従
う
。
白
川
静
氏
は
春
秋
期
に

至
っ
て
、
は
じ
め
て
人
の
下
部
に
肥
点
を
加
え
る
よ
う
に
な
り
、「
千
」
に
従
う
と
い
う
意
識
が
生
じ
た
と
い
う）
7
（

。

宣
公
（『
春
秋
』
襄

公
十
七
年
に
死
去
と
い
う
）
時
期
の

公

鐘
（
集
成
一
四
九
、
図
一
．
四
）「
万
年
」
は
「
壬
」
に
従
う）
8
（

。

　
三
晋
銅
器
に
近
い
資
料
も
み
て
お
く
と
、
春
秋
後
期
、
晋
国
韓
氏
の
盟
誓
の
遺
物
と
さ
れ
る
温
県
盟
書
（
図
一
．
五
）
と
前
三
〇
九
年

あ
る
い
は
前
三
〇
八
年
と
さ
れ
る
中
山
王

鼎
（
集
成
二
八
四
〇
、
図
一
．
六
）
は
と
も
に
「
千
」
に
従
う
。
秦
兵
器
は
ほ
と
ん
ど

「
千
」
に
従
う）
9
（

（
図
一
．
七
）。
こ
う
し
た
「
年
」
字
の
展
開
を
ふ
ま
え
、
筆
者
は
戦
国
三
晋
の
青
銅
器
銘
文
に
見
え
る
「
年
」
字
を
下
記

の
よ
う
に
分
類
し
た
。

　
整
理
し
た
銅
器
は
表
一
「
三
晋
紀
年
銅
器
一
覧
」
を
参
照
。
全
二
三
六
件
（
表
に
は
偽
刻
と
見
ら
れ
る
二
一
件
を
含
む
二
五
七
件
を
整

理
）
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
「
年
」
字
の
出
現
回
数
は
二
二
七
回
（
一
一
回
は
同
一
器
の
蓋
・
器
や
胡
・
内
な
ど
に
複
数
回
出
現
す
る
も
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三
二

の
）、「
年
」
字
の
な
い
銅
器
は
七
件
、「
年
」
字
の
判
別
が
困
難
な
器
物
は
一
三
件
で
あ
る
。

図
版
出
典
（
図
は
一
部
加
工
を
加
え
て
い
る
）

①
甲
骨
文
（
合
集
九
七
三
五
）　
②
頌
壺
（
集
成
九
七
三
一
）　
③
曾
伯
簠
（
集
成
四
六
三
一
）　
④

公

鐘
（
集
成
一
四
九
）　
⑤
温
県
盟
書
（
Ｔ
1
坎
1
：
二
一
八
二
、
文
物
一
九
八
三
─
三
、
八
四
頁
）

⑥
中
山
王
鼎
（
集
成
二
八
四
〇
）　
⑦
十
五
年
上
郡
守
戈
（
集
成
一
一
四
〇
五
）

図
一
　
甲
骨
・
金
文
・
石
圭
に
見
え
る
「
年
」
字

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

　
Ａ
類
1
式

　
八
四
件
（
韓
三
四
件
、
魏
三
二
件
、
趙
一
〇
件
、
未
定
八
件
）「
禾
」
に
従
い
「
人
」
に
従
う
。
五
一
番
［
表
二
「
年
」

字
編
年
表
参
照
］
は
円
形
の
肥
点
を
交
差
部
分
に
も
つ
。
全
体
と
し
て
人
間
の
姿
を
象
る
よ
う
で
あ
る
。「
禾
」
の
部
分
、
垂
れ
た
穂
の

形
状
（
第
一
画
）
に
つ
い
て
、「
ク
」
の
よ
う
に
角
を
二
箇
所
も
つ
も
の
（
五
番
、
三
五
番
［
表
二
］、
五
二
番
［
表
二
］、
一
五
一
番
、

二
二
四
番
、
二
三
一
番
、
二
四
三
番
［
表
二
］）、「
∩
」
の
よ
う
に
逆
Ｕ
字
を
描
く
も
の
（
六
三
番
［
表
二
］、
一
一
三
番
、
二
二
二
番
）、

「
∧
」
の
よ
う
に
逆
Ｖ
字
を
描
く
も
の
（
一
番
、
一
〇
七
番
、
一
六
六
番
［
表
二
］、
二
〇
七
番
）
が
あ
る
。「
ク
」
の
形
は
韓
・
魏
に
多

く
見
ら
れ
、
逆
Ｖ
字
の
例
は
後
期
の
趙
器
に
見
ら
れ
る
。
こ
の
点
、
Ａ
類
2
式
と
も
関
わ
る）
10
（

。

　「
人
」
の
部
分
は
「

」
の
よ
う
に
作
る
も
の
（
九
番
、
三
五
番
［
表
二
］、
六
〇
番
、
八
〇
番
、
一
〇
七
番
、
一
四
五
番
、
一
九
六

番
）
と
、「
人
」
の
よ
う
に
作
る
も
の
（
三
八
番
、
一
六
五
番
、
二
二
七
番
［
表
二
］、
二
三
五
番
、
二
四
五
番
）
と
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
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三
三

し
て
い
る
の
は
角
度
や
方
向
で
あ
る
。「

」
は
鄭
韓
故
城
兵
器
ほ
か
韓
器
に
多
く
、「
人
」
に
作
る
の
は
Ｂ
類
1
式
と
と
も
に
魏
器
に
多

い
。

　
Ａ
類
2
式
　
七
三
件
（
韓
一
三
件
、
魏
二
九
件
、
趙
二
七
件
、
未
定
四
件
）「
禾
」
に
従
い
「
千
」
に
従
う
。
戦
国
中
期
前
半
に
は
二

八
番
［
表
二
］、
一
九
七
番
、
二
〇
〇
番
な
ど
魏
器
に
見
ら
れ
る
。
Ａ
類
1
式
と
同
じ
く
「
禾
」
字
の
起
筆
に
注
目
す
る
と
、「
ク
」
に
作

る
も
の
（
一
六
二
番
［
表
二
］、
一
九
一
番
、
二
〇
三
番
、
二
五
二
番
、
二
五
六
番
）、「
∩
」
に
作
る
も
の
（
二
七
番
、
六
七
番
［
表
二
］、

二
〇
八
番
、
二
三
七
番
）、「
∧
」
に
作
る
も
の
（
六
五
番
［
表
二
］、
一
一
八
番
［
表
二
］、
二
二
五
番
、
二
三
三
番
）
が
あ
る
。
本
類
型

は
戦
国
中
期
後
半
か
ら
後
期
に
か
け
て
の
趙
器
に
集
中
す
る
。

　
Ａ
類
3
式

　
八
件
（
韓
六
件
、
魏
一
件
、
趙
一
件
）「
禾
」
に
従
う
。「
人
」・「
千
」
の
省
略
。
最
後
に
横
画
が
入
ら
な
い
も
の
（
四
四

番
［
表
二
］、
六
二
番
［
表
二
］）
と
、
横
画
が
入
る
も
の
（
二
九
番
、
七
四
番
）
が
あ
る
。
本
類
型
は
韓
器
に
一
つ
の
特
色
を
み
る
。
袁

国
華
氏
は
『
包
山
楚
簡
』
に
見
え
る
本
類
型
と
同
様
の
字
形
（
一
二
七
簡
・
一
六
四
簡
）
に
つ
い
て
、「
千
」
は
「
禾
」
字
の
筆
画
を
借

用
し
て
省
き
減
ら
し
た
も
の
で
あ
る
、
と
い
う）
11
（

。

　
Ｂ
類
1
式

　
三
九
件
（
韓
一
〇
件
、
魏
四
件
、
趙
二
四
件
、
未
定
一
件
）「
禾
」
の
初
画
が
「
×
」
の
右
上
筆
画
と
つ
な
が
る
。「
人
」

に
従
う
。
二
三
番
［
表
二
］・
七
六
番
［
表
二
］
は
戦
国
中
期
の
韓
器
で
あ
る
。
Ａ
類
1
式
と
同
じ
く
「
人
」
の
角
度
・
方
向
に
注
目
す

る
と
、「

」
に
作
る
も
の
（
四
八
番
、
五
八
番
、
六
九
番
、
七
〇
番
、
一
〇
二
番
、
一
二
三
番
［
表
二
］、
一
三
四
番
、
一
三
七
番
）
と

「
人
」
に
作
る
も
の
（
一
九
番
［
表
二
］、
二
〇
番
、
一
一
二
番
、
二
二
六
番
）
が
あ
る
。

　
実
際
、
戦
国
後
期
の
趙
器
に
は
、
一
一
〇
番
・
一
三
九
番
［
表
二
］
の
よ
う
に
「
禾
」
の
第
一
画
が
「
×
」
の
右
上
筆
画
と
連
結
す
る

も
の
よ
り
、
そ
の
指
向
を
も
つ
も
の
（
一
一
四
番
、
一
二
〇
番
、
一
二
九
番
［
表
二
］、
一
三
八
番
、
一
七
七
番
）
の
方
が
多
い
。

　
Ｂ
類
2
式
　
二
一
件
（
韓
四
件
、
魏
八
件
、
趙
八
件
、
未
定
一
件
）「
禾
」
の
起
筆
が
「
×
」
の
右
上
筆
画
と
つ
な
が
る
。「
千
」
に
従
う
。
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三
四

　
本
型
式
は
戦
国
中
期
前
半
の
魏
器
（
三
一
番
［
表
二
］、
一
四
九
番
、
一
八
〇
番
、
一
九
八
番
、
二
五
四
番
）・
韓
器
（
二
六
番
、
三
三

番
、
一
四
三
番
［
表
二
］）、
戦
国
中
期
後
半
か
ら
後
期
に
か
け
て
の
趙
器
（
一
四
七
番
、
一
四
八
番
［
表
二
］、
一
五
六
番
［
表
二
］、
一

五
七
番
、
二
二
九
番
）
に
見
ら
れ
る
。

　
Ｃ
類
　
二
件
（
魏
一
件
、
未
定
一
件
）
そ
の
他
。
と
も
に
円
を
描
く
。
一
四
番
は
「
千
」
の
横
画
の
部
分
、
二
〇
一
番
は
「
×
」
の
下

半
分
と
「
千
」
の
横
画
が
一
体
化
し
て
い
る
。

（
2
）
三
晋
紀
年
銅
器
銘
文
に
見
え
る
「
命
」
字
の
分
類

　「
命
」
字
は
『
説
文
』
巻
二
上
に
「
使
う
な
り
。
口
に
従
い
、
令
に
従
う
」
と
い
う
。
卜
辞
・
西
周
金
文
は
「
令
」
に
よ
っ
て
「
命
」

の
意
味
を
示
し
、
古
く
は
「
令
」・「
命
」
は
一
字
で
あ
っ
た
。「
命
」
字
の
出
現
は
西
周
中
期
以
降
と
さ
れ
る）
12
（

。
ま
た
「
令
」
字
は
『
説

文
』
巻
九
上
に
「
号
を
発
す
る
な
り
。

・
卩
に
従
う
」
と
い
う
。「
卩
」
は
人
が
跪
い
て
命
を
受
け
る
形
の
よ
う
で
あ
る
。
武
丁
時
期

の
卜
辞
に
「
帝
令
し
て
雨
ふ
ら
し
む
る
も
、
其
れ
年
を
足
ら
し
め
ざ
る
か
」（
合
集
一
〇
一
三
九
、
図
二
．
一
）
と
「
令
」
字
を
使
い
、

帝
（
自
然
現
象
を
司
る
最
高
神
）
の
命
を
伝
え
る）
13
（

。
西
周
金
文
、
穆
王
期
前
後
と
さ
れ
る
班
簋
（
集
成
四
三
四
一
、
図
二
．
二
）
に
は
七

回
「
令
」
字
が
出
現
す
る
が
い
ず
れ
も
「
命
」
で
読
む
も
の
で
あ
る
。
西
周
晩
期
、
夷
厲
の
頃
と
い
う
小
克
鼎
（
集
成
二
七
九
六
）
に
は

「
命
」・「
令
」
が
混
在
し
、
厲
王
期
の
禹
鼎
（
集
成
二
八
三
三
）・
多
友
鼎
（
集
成
二
八
三
五
、
図
二
．
三
）
に
は
「
命
」
を
使
用
す
る）
14
（

。

　
三
晋
系
で
は
、
侯
馬
盟
書
に
「
平

の
命
」（
一
五
六
．
一
、
図
二
．
四
）
と
あ
り
、
中
山
王
方
壺
（
集
成
九
七
三
五
、
図
二
．
五
）

に
「
中
山
王

、
相
邦
賙
に
命
ず
」
と
あ
る）
15
（

。



中
国
戦
国
時
期
青
銅
器
銘
文
の
史
料
化
に
関
す
る
一
試
論
（
下
田
）�

三
五

図
版
出
典
（
図
は
一
部
加
工
を
加
え
て
い
る
）

①
甲
骨
文
（
合
集
一
〇
一
三
九
）　
②
班
簋
（
集
成
四
三
四
一
）　
③
多
友
鼎

（
集
成
二
八
三
五
）　
④
侯
馬
盟
書
（
一
五
六
─
一
）　
⑤
中
山
王
方
壺
（
集
成

九
七
三
五
）

図
二
　
甲
骨
・
金
文
に
見
え
る
「
命
」
字

①

②

③

④

⑤

　
三
晋
銅
器
の
「
命
」
字
を
整
理
す
る
に
あ
た
り
、
大
き
く
三
類
に
区
分
し
た
。「
命
」
を
使
用
す
る
Ａ
類
、「

」
を
使
用
す
る
Ｂ
類
、

「

」
を
使
用
す
る
Ｃ
類
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
銅
器
製
造
の
監
督
者
で
あ
る
県
令
の
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
意
味
で
三

晋
銅
器
は
「
令
」
字
を
使
用
し
な
い
。
Ａ
類
は
文
字
の
書
き
方
の
特
徴
に
よ
り
、
さ
ら
に
三
式
に
区
分
し
た
。
序
の
三
番
に
記
し
た
文
例

（
辞
銘
格
式
）
の
問
題
に
関
わ
る
が
、
韓
国
兵
器
は
「
命
」
字
を
多
用
し
、
魏
・
趙
両
国
は
あ
ま
り
使
用
し
な
い
。
ま
た
「
命
」
字
は
兵

器
銘
文
に
多
く
、
容
器
・
雑
器
銘
文
に
少
な
い
。

　「
命
」
字
出
現
回
数
は
一
二
〇
回
（
う
ち
二
回
は
複
数
回
出
現
）、「
命
」
字
の
な
い
銅
器
は
一
〇
八
件
（
偽
刻
を
除
く
）、「
命
」
字
の

判
別
が
困
難
な
器
物
は
一
〇
件
で
あ
る
。

　
Ａ
類
1
式
　
三
五
件
（
韓
二
二
件
、
魏
一
一
件
、
未
定
二
件
）「
命
」
字
を
使
い
、
そ
の
文
字
の
構
成
に
お
い
て
「
卩
」
が
上
、「
口
」

が
下
、
上
下
関
係
で
あ
る
。
韓
・
魏
兵
器
に
多
く
見
え
る
。
二
三
番
、
二
九
番
、
五
八
番
、
一
二
三
番
［
表
三
「
命
」
字
編
年
表
参
照
］、
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三
六

二
一
四
番
［
表
三
］、
二
一
七
番
は
韓
器
、
一
二
番
、
二
八
番
［
表
三
］、
四
五
番
、
二
四
六
番
は
魏
器
で
あ
る
。
韓
器
は
戦
国
中
後
期
を

通
じ
て
本
型
式
を
使
用
す
る
。
三
二
番
、
四
四
番
、
五
二
番
［
表
三
］
は
、「
卩
」
の
右
は
ら
い
に
個
性
が
あ
り
、
書
き
く
せ
と
も
捉
え

ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
韓
国
兵
器
に
比
較
的
認
め
ら
れ
る
。
後
述
の
Ａ
類
3
式
と
Ｂ
類
に
も
関
わ
る
。

　
Ａ
類
2
式
　
二
五
件
（
韓
一
二
件
、
魏
一
〇
件
、
趙
一
件
、
未
定
二
件
）「
命
」
字
を
使
い
、
そ
の
文
字
の
構
成
に
お
い
て
「
卩
」
が

「
口
」
に
覆
い
か
ぶ
さ
る
よ
う
に
配
置
さ
れ
る
。
上
下
関
係
と
い
う
点
で
は
Ａ
類
1
式
と
同
様
で
あ
る
。
一
八
番
、
四
二
番
、
一
九
七
番
、

二
一
八
番
［
表
三
］
な
ど
が
典
型
的
な
字
形
で
あ
る
。
三
三
番
、
一
四
三
番
［
表
三
］、
一
四
五
番
は
韓
器
、
四
一
番
、
二
二
五
番
、
二

三
六
番
は
魏
器
で
あ
る
。
本
類
型
の
四
二
番
、
四
三
番
、
二
二
二
番
［
表
三
］
は
い
ず
れ
も
「

」
地
製
造
で
あ
り
、
そ
う
し
た
地
域
性

が
窺
え
る
の
か
ど
う
か
は
、
別
の
課
題
で
あ
る
（
な
お
、
も
う
一
件
知
ら
れ
る
「

」
製
造
の
九
番
は
Ａ
類
3
式
で
あ
る
）。

　
Ａ
類
3
式

　
一
八
件
（
韓
二
件
、
魏
五
件
、
趙
七
件
、
未
定
四
件
）「
命
」
字
を
使
い
、
そ
の
文
字
の
構
成
に
お
い
て
「
卩
」
と
「
口
」

が
平
行
関
係
に
あ
る
。
九
番
、
十
五
番
［
表
三
］
は
と
も
に
魏
器
で
あ
る
。
典
型
的
な
Ａ
類
3
式
で
あ
る
。
二
七
番
は
「
卩
」
の
下
部
が

欠
け
て
い
る
と
は
い
え
、
本
型
式
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
Ａ
類
1
、
2
式
に
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
趙
器
が
こ
の
平
行
関
係
の

「
命
」
を
使
用
し
て
い
る
点
、
特
色
で
あ
る
（
三
〇
番）
16
（

、
一
九
〇
番
［
表
三
］）。

　
Ｂ
類

　
三
五
件
（
韓
二
四
件
、
趙
一
一
件
）「

」
字
を
使
用
す
る
。
五
七
番
［
表
三
］、
六
七
番
、
七
七
番
［
表
三
］
は
い
ず
れ
も
鄭

韓
故
城
出
土
の
兵
器
で
あ
る）
17
（

。
そ
の
他
、
戦
国
韓
、
地
方
の
司
寇
監
造
兵
器
に
見
ら
れ
る
（
一
四
六
番
、
一
五
一
番
、
一
八
一
番
、
二
一

一
番）
18
（

）。
本
類
型
は
韓
・
趙
と
も
に
前
三
世
紀
に
集
中
し
、
ま
た
魏
器
に
見
ら
れ
な
い
。「

」
字
の
使
用
は
、
蘇
輝
氏
に
す
で
に
指
摘
が

あ
る
通
り
、
韓
器
の
特
色
で
あ
る）
19
（

。
た
だ
し
、
も
と
も
と
「
命
」
を
使
用
す
る
趙
器
が
二
〇
件
た
ら
ず
の
中
で
こ
の
字
形
を
半
数
以
上
使

用
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
趙
器
の
特
色
と
も
い
い
う
る
も
の
で
あ
る
（
五
五
番
、
八
六
番
［
と
も
に
表
三
］）。
な
お
、
趙
器
に
お
い
て
は

ぎ
ょ
う
に
ん
べ
ん
に
従
う
も
の
も
あ
る
（
九
八
番
、
一
五
七
番
）。
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三
七

　
Ｃ
類
　
七
件
（
魏
六
件
、
趙
一
件
）「

」
を
使
用
す
る
。
一
九
番
［
表
三
］
は
戦
国
中
期
前
段
、
一
七
番
［
表
三
］
は
戦
国
中
期
後

段
の
魏
国
兵
器
で
あ
る）
20
（

。
本
字
形
は
「
立
」
に
従
い
「
命
」
に
従
う
。
こ
れ
も
蘇
氏
の
述
べ
る
通
り
、
魏
器
の
特
色
と
考
え
て
よ
い）
21
（

（
四

六
番
、
四
七
番
、
二
三
四
番
）。
趙
器
に
も
一
件
見
ら
れ
る
（
五
三
番
［
表
三
］）。

（
3
）
三
晋
紀
年
銅
器
銘
文
に
見
え
る
「
庫
」
字
の
分
類

　『
説
文
』
巻
九
下
に
「
兵
車
の
蔵
な
り
。
車
に
従
い
广
の
下
に
在
り
」
と
い
う
。
甲
骨
・
西
周
金
文
に
は
見
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
り
、

『
金
文
編
』
も
朝
歌
右
庫
戈
（
集
成
一
一
一
八
二
）
と
右
庫
戈
（
集
成
一
〇
九
三
三
、
図
三
．
五
）
を
収
録
す
る
が
、
い
ず
れ
も
戦
国
の

も
の
で
あ
る）
22
（

。

　
鄭
韓
故
城
出
土
の
銅
兵
器
に
「
奠
（
鄭
）
右
庫
」（
集
成
一
〇
九
九
五
、
図
三
．
四
）、「
奠
（
鄭
）
武
庫
」
な
ど
の
銘
文
が
知
ら
れ
て

お
り
、
本
稿
収
録
の
紀
年
兵
器
に
先
行
す
る
器
物
で
あ
る
。
戦
国
三
晋
の
銘
文
に
見
え
る
「
庫
」
と
は
武
器
の
収
蔵
庫
で
あ
る
ば
か
り
で

な
く
、
製
造
の
場
で
も
あ
る
。

　
本
稿
は
「
庫
」
の
分
類
に
つ
い
て
は
、
大
き
く
五
類
に
分
類
す
る
黄
盛
璋
氏
の
研
究
を
参
考
に
し
つ
つ
、
修
正
を
加
え
た）
23
（

。
黄
氏
は
三

晋
・
東
周
の
「
庫
」
字
の
書
き
方
を
（
一
）～（
五
）
に
分
類
す
る
。（
一
）・（
二
）
に
つ
い
て
は
そ
の
ま
ま
継
承
し
（
本
稿
は
Ａ
類
・
Ｂ

類
と
す
る
）、（
三
）
は
細
分
化
し
た
（
本
稿
Ｃ
類
）。（
四
）「

」
は
本
稿
整
理
の
銘
文
の
中
に
は
存
在
し
な
い
。
氏
は
例
と
し
て
右
庫

戈
と
朝
歌
右
庫
戈
を
あ
げ
て
い
る
が
（
前
述
）、
屋
根
の
反
り
は
中
後
期
に
見
ら
れ
ず
、（
二
）
の
中
で
処
理
す
る
。（
五
）「
庫
」
に
作
る

例
も
漢
代
の
上
党
武
庫
矛
（
図
三
．
六
）
に
見
ら
れ
る
字
形
で
、
本
稿
に
は
基
本
的
に
出
現
し
な
い
。
行
論
の
都
合
、（
四
）
は
Ｄ
類
、

（
五
）
は
Ｅ
類
と
す
る
。
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三
八

　「
庫
」
字
出
現
回
数
は
一
三
二
回
（
う
ち
六
回
は
複
数
回
出
現
）、「
庫
」
字
の
な
い
銅
器
は
一
〇
四
件
（
偽
刻
を
除
く
）、「
庫
」
字
の

判
別
が
困
難
な
器
物
は
六
件
で
あ
る
。

図
三
　
戦
国
期
の
「
庫
」
字

図
版
出
典
（
図
は
一
部
加
工
を
加
え
て
い
る
）

①
陰
平
左
庫
剣
（
集
成
一
一
六
〇
九
）
＝
Ａ
類
　
②
陰
晋
左
庫
戈
（
集
成
一
一
一
三

五
）＝
Ｂ
類
1
式
　
③
東
周
左
庫
矛
（
集
成
一
一
五
〇
四
）＝
Ｂ
類
2
式
　
④
鄭
右
庫
戈

（
集
成
一
〇
九
九
五
）＝
Ｃ
類
4
式
　
⑤
右
庫
戈
（
集
成
一
〇
九
三
三
）＝
Ｄ
類
　
⑥
上
党

武
庫
矛
（
集
成
一
一
五
〇
〇
）＝
Ｅ
類

①

②

③

④

⑤

⑥

　
Ａ
類

　
一
一
件
（
韓
四
件
、
魏
一
件
、
趙
五
件
、
未
定
一
件
）、「
厂
」
に
従
う
。
宅
陽
の
地
名
を
も
つ
三
器
（
韓
器
。
七
四
番
、
二
一

二
番
、
二
一
八
番
【
内
】［
表
四
］）
が
い
ず
れ
も
Ａ
類
を
使
用
す
る
の
は
目
立
つ
点
で
あ
る
。
一
七
九
番
［
表
四
］
は
「
車
」
字
の

「
田
」
の
部
分
が
逆
三
角
形
を
描
く
。
八
六
番
［
表
四
］
は
Ｃ
類
1
式
の
九
八
番
同
様
に
、「
庫
」
の
下
に
合
文
記
号
を
付
す
特
殊
な
例
で

あ
る
。
二
件
と
も
趙
器
で
あ
る
。

　
Ｂ
類
1
式
　
四
三
件
（
韓
六
件
、
魏
一
三
件
、
趙
二
二
件
、
未
定
二
件
）、「

」
に
従
う
。
本
型
式
は
魏
と
趙
に
特
徴
を
見
る
。

「
庫
」
字
の
構
成
部
分
で
あ
る
「
車
」
の
字
形
に
着
目
す
る
と
、「
田
」
の
部
分
が
お
わ
ん
型
に
な
る
も
の
（
三
五
番
［
表
四
］、
一
六
〇
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三
九

番
、
一
九
六
番
）、
円
形
を
描
く
も
の
な
ど
が
あ
る
（
九
番
、
四
二
番
、
一
九
七
番
～
一
九
九
番
）。
こ
こ
に
あ
げ
た
八
件
は
い
ず
れ
も
魏

器
で
あ
る
。
七
〇
番
［
表
四
］、
九
三
番
［
表
四
］、
一
二
八
番
、
二
〇
五
番
は
逆
三
角
形
を
描
き
、
い
ず
れ
も
趙
器
で
あ
る
。

　
Ｂ
類
2
式
　
六
件
（
魏
二
件
、
趙
四
件
）、「

」
に
従
う
。
本
型
式
は
Ｂ
類
1
式
の
左
右
反
転
で
あ
る
。
一
五
五
番
は
戦
国
前
期
後
段

に
遡
る
可
能
性
の
あ
る
早
期
の
紀
年
兵
器
、
二
二
二
番
［
表
四
］
は
近
年
、
荊
門
左
冢
楚
墓
か
ら
出
土
し
た
三
晋
兵
器
で
あ
る）
24
（

。
一
四
八

番
［
表
四
］
は
屋
根
と
車
の
間
に
「
二
」
が
書
か
れ
て
い
て
、
そ
の
意
味
は
不
明
で
あ
る
。

　
Ｃ
類
1
式
　
一
一
件
（
韓
五
件
、
魏
二
件
、
趙
四
件
）、「

」
に
従
う
。
本
型
式
は
早
期
の
鄭
韓
故
城
出
土
紀
年
兵
器
に
見
ら
れ
る

（
三
三
番
［
表
四
］、
三
七
番
、
五
二
番
）。
韓
で
は
Ｃ
類
1
式
か
ら
Ｃ
類
4
式
に
発
展
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
Ｃ
類
3
式
、
前
三
世

紀
の
趙
器
は
Ｃ
類
1
式
の
角
が
落
ち
て
逆
Ｕ
字
を
描
い
た
の
だ
ろ
う
。

　
Ｃ
類
2
式

　
六
件
（
韓
一
件
、
趙
五
件
）、「

」
に
従
う
。
本
型
式
は
趙
器
に
典
型
を
見
る
（
一
〇
七
番
［
表
四
］、
一
一
一
番
［
表

四
］、
一
二
九
番
、
一
四
七
番
）。
Ｂ
類
あ
る
い
は
Ｃ
類
1
式
の
頂
部
が
残
っ
た
形
式
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
七
六
番
（
韓
器
）
は
Ｃ

類
4
式
を
指
向
し
た
字
形
で
あ
ろ
う
。

　
Ｃ
類
3
式

　
九
件
（
韓
四
件
、
趙
五
件
）、「

」
に
従
う
。
本
型
式
も
趙
器
に
典
型
を
見
る
（
一
〇
二
番
、
一
一
二
番
［
表
四
］、
一

一
四
番
、
一
三
六
番
）。
一
五
〇
番
［
表
四
］
は
中
山
か
ら
趙
に
入
っ
て
後
、
作
ら
れ
た
兵
器
と
見
ら
れ
、
製
造
者
の
職
の
名
称
が
「
冶
」

で
な
く
「
工
」
と
記
さ
れ
て
い
る）
25
（

。

　
Ｃ
類
4
式
　
二
七
件
（
韓
二
六
件
、
趙
一
件
）、「

」
に
従
う
。
本
型
式
は
五
六
番
［
表
四
］、
六
四
番
［
表
四
］、
七
二
番
、
一
二
三

番
の
キ
ノ
コ
型
を
特
徴
と
す
る
。
鄭
韓
故
城
出
土
の
兵
器
は
多
く
こ
の
型
式
に
従
う
。
八
七
番
、
八
九
番
、
九
〇
番
は
戦
国
後
期
韓
の
地

方
で
作
ら
れ
た
司
寇
監
造
兵
器
で
あ
る
。

　
Ｃ
類
5
式
　
一
六
件
（
韓
九
件
、
魏
三
件
、
趙
四
件
）、「

」
あ
る
い
は
「

」
に
従
う
。
前
者
は
魏
器
（
四
三
番
、
七
三
番
、
七
五
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四
〇

番
）・
趙
器
（
二
七
番
［
表
四
］、
一
八
八
番
［
表
四
］、
二
三
七
番
）
に
見
え
、
Ｂ
類
1
式
の
角
が
と
れ
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
Ｃ
類
3

式
の
逆
Ｕ
字
の
右
が
短
か
く
書
か
れ
た
も
の
に
も
見
ら
れ
る
。
後
者
は
韓
器
（
六
二
番
、
二
一
三
番
【
背
】［
表
四
］、
二
一
六
番
［
表

四
］、
二
二
〇
番
）
に
見
え
、
Ｃ
類
4
式
の
キ
ノ
コ
型
の
延
長
上
で
捉
え
ら
れ
る
。

　
Ｃ
類
6
式
　
二
件
（
未
定
二
件
）、「

」
に
従
う
。
と
も
に
国
別
は
不
明
で
あ
る
（
四
九
番
、
一
五
二
番
）。

　
ほ
か
に
二
〇
七
番
【
背
】
を
筆
者
は
Ｅ
類
と
す
る
。

（
4
）
三
晋
銅
器
銘
文
に
見
え
る
「
　（
工
師
）」
字
の
分
類

　「
工
師
」
は
睡
虎
地
秦
簡
の
条
文
を
参
照
に
す
る
と
、
器
物
製
作
と
工
人
の
管
理
・
教
育
に
責
任
を
負
う
職
で
あ
る）
26
（

。
秦
と
三
晋
の
銅

兵
器
銘
文
の
記
載
方
式
が
近
い
こ
と
か
ら
、
工
師
に
つ
い
て
は
同
様
の
職
責
を
負
う
存
在
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
三
晋
銅

器
銘
文
の
「
工
師
」
は
「
工
帀
」
と
書
き
、「

」
の
よ
う
に
合
文
で
記
さ
れ
る
。

　「
工
師
」
は
『
孟
子
』
梁
恵
王
章
句
下
、『
荀
子
』
王
制
篇
、『
呂
氏
春
秋
』
季
春
・
孟
冬
の
よ
う
な
戦
国
・
秦
の
文
献
に
見
え
る
官
吏

で
あ
る
。『
春
秋
左
氏
伝
』
に
「
工
正
」・「
工
師
」
の
職
が
見
え
（
荘
公
二
二
年
伝
・
定
公
一
〇
年
伝
）、
田
斉
の
祖
と
さ
れ
る
陳
完
も
斉

の
桓
公
よ
り
工
正
に
任
ぜ
ら
れ
た
と
い
う
か
ら
（『
史
記
』
田
敬
仲
完
世
家
）、
こ
れ
ら
は
春
秋
時
期
に
遡
る
も
の
だ
ろ
う
。
本
稿
は
純
粋

に
字
形
の
変
化
に
対
す
る
関
心
か
ら
、
分
類
を
試
み
た
。

　「
工
帀
」
字
出
現
回
数
は
一
七
五
回
、「
工
帀
」
字
の
な
い
銅
器
は
四
八
件
（
偽
刻
を
除
く
）、「
工
帀
」
字
の
判
別
が
困
難
な
器
物
は
一

三
件
で
あ
る
。

　「
工
帀
」
は
字
形
が
シ
ン
プ
ル
で
あ
り
、
下
記
の
型
式
は
お
よ
そ
す
べ
て
の
構
成
要
素
を
字
形
分
析
の
項
目
に
含
ん
で
い
る
の
で
、
型
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式
分
類
の
最
後
に
ま
と
め
て
国
別
の
所
感
を
述
べ
る
（［
表
五
］
参
照
）。

　
Ａ
類
1
式
　「

」
に
作
る
。
長
い
縦
線
の
筆
画
が
右
に
曲
が
る
。
こ
の
特
徴
を
Ａ
類
と
す
る
。
最
後
に
横
画
（
横
線
）
が
入
る
か
ど

う
か
、
合
文
記
号
が
入
る
ど
う
か
で
四
つ
の
形
式
に
分
類
す
る
。
1
式
は
横
画
が
入
り
、
合
文
記
号
が
入
る
。
合
計
二
〇
件
（
趙
二
〇

件
）。

　
Ａ
類
2
式
　「

」
に
作
る
。
最
後
に
横
画
が
入
り
、
合
文
記
号
は
入
ら
な
い
。
七
件
（
魏
四
件
、
趙
三
件
）。

　
Ａ
類
3
式
　「

」
に
作
る
。
最
後
に
横
画
が
入
ら
ず
、
合
文
記
号
が
入
る
。
一
九
件
（
韓
三
件
、
魏
六
件
、
趙
九
件
、
未
定
一
件
）。

　
Ａ
類
4
式

　「

」
に
作
る
。
最
後
に
横
画
が
入
ら
ず
、
合
文
記
号
も
入
ら
な
い
。
二
三
件
（
韓
五
件
、
魏
一
三
件
、
趙
四
件
、
未
定

一
件
）。

　
Ｂ
類
1
式

　「

」
に
作
る
。
長
い
縦
線
の
筆
画
が
左
に
曲
が
る
。
こ
の
特
徴
を
Ｂ
類
と
す
る
。
Ａ
類
と
同
様
、
最
後
に
横
画
（
横

線
）
が
入
る
か
ど
う
か
、
合
文
記
号
が
入
る
ど
う
か
で
四
つ
の
形
式
に
分
類
す
る
。
1
式
は
横
画
が
入
り
、
合
文
記
号
が
入
る
。
合
計
一

九
件
（
韓
八
件
、
魏
一
件
、
趙
八
件
、
未
定
二
件
）。

　
Ｂ
類
2
式

　「

」
に
作
る
。
最
後
に
横
画
が
入
り
、
合
文
記
号
は
入
ら
な
い
。
一
一
件
（
韓
三
件
、
魏
二
件
、
趙
五
件
、
未
定
一

件
）。

　
Ｂ
類
3
式
　「

」
に
作
る
。
最
後
に
横
画
が
入
ら
ず
、
合
文
記
号
が
入
る
。
三
四
件
（
韓
一
七
件
、
魏
七
件
、
趙
六
件
、
未
定
四

件
）。

　
Ｂ
類
4
式
　「

」
に
作
る
。
最
後
に
横
画
が
入
ら
ず
、
合
文
記
号
も
入
ら
な
い
。
二
二
件
（
韓
一
五
件
、
魏
六
件
、
未
定
一
件
）。

　
Ｃ
類
1
式
　「

」
に
作
る
。
長
い
縦
線
の
筆
画
が
曲
が
ら
ず
、
直
線
で
あ
る
。
こ
の
特
徴
を
Ｃ
類
と
す
る
。
最
後
に
横
画
（
横
線
）

が
入
る
か
ど
う
か
、
合
文
記
号
が
入
る
ど
う
か
で
四
つ
の
形
式
に
分
類
す
る
。
1
式
は
横
画
が
入
り
、
合
文
記
号
が
入
る
。
合
計
六
件
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四
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（
韓
一
件
、
趙
五
件
）。

　
Ｃ
類
2
式
　「

」
に
作
る
。
最
後
に
横
画
が
入
り
、
合
文
記
号
は
入
ら
な
い
。
二
件
（
魏
一
件
、
趙
一
件
）。

　
Ｃ
類
3
式
　「

」
に
作
る
。
最
後
に
横
画
が
入
ら
ず
、
合
文
記
号
が
入
る
。
一
件
（
趙
一
件
）。

　
Ｃ
類
4
式
　「

」
に
作
る
。
最
後
に
横
画
が
入
ら
ず
、
合
文
記
号
も
入
ら
な
い
。
三
件
（
趙
二
件
、
未
定
一
件
）。

　
Ｄ
類
　
　「
工
」「
帀
」
と
二
文
字
に
作
る
。
つ
ま
り
合
文
に
な
ら
な
い
。
八
件
（
韓
五
件
、
魏
二
件
、
趙
一
件
）。

　
大
き
な
特
徴
と
し
て
は
、
韓
は
「

（
工
帀
）」
の
縦
の
線
が
左
に
曲
が
る
傾
向
に
あ
り
（
つ
ま
り
本
稿
の
Ｂ
類
。
数
字
と
し
て
は
判

別
可
能
な
五
七
件
中
、
四
三
件
で
約
七
五
％
）、
趙
は
逆
に
右
に
曲
が
る
傾
向
に
あ
る
（
本
稿
Ａ
類
。
判
別
可
能
で
偽
刻
を
除
い
た
七
二

件
中
三
六
件
、
約
五
五
％
）。
趙
は
韓
・
魏
と
比
較
し
た
と
き
、
Ｃ
類
に
特
徴
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
九
件
（
約
一
三
％
）
存
在
す
る
。

　
三
国
を
比
較
し
て
気
が
つ
く
こ
と
は
、
Ａ
類
1
式
は
趙
の
み
二
〇
件
存
在
し
、
韓
・
魏
に
見
ら
れ
な
い
。
つ
ま
り
長
い
縦
線
の
筆
画
が

右
に
曲
が
り
、
最
後
に
横
画
が
入
り
、
ま
た
合
文
記
号
を
加
え
る
例
は
趙
に
し
か
見
ら
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
逆
に
韓
に
多
数

見
ら
れ
る
Ｂ
類
4
式
（
一
五
件
）
は
趙
に
一
件
も
見
ら
れ
な
い
。
総
じ
て
韓
は
最
後
に
横
線
を
加
え
な
い
傾
向
に
あ
る
。

　
魏
は
Ａ
類
4
式
が
最
も
多
く
一
三
件
で
全
体
四
二
件
中
の
約
三
一
％
を
占
め
る
が
、
あ
ま
り
大
き
な
特
徴
を
見
出
せ
な
い
。

　
従
来
、
Ｄ
類
は
古
い
時
期
の
特
徴
と
さ
れ
、
た
し
か
に
そ
う
し
た
側
面
は
見
ら
れ
る
の
だ
が
、
と
は
い
え
韓
の
五
件
の
う
ち
四
件
は
戦

国
中
期
後
段
か
ら
後
期
の
鄭
韓
兵
器
の
事
例
で
あ
り
、
機
械
的
に
適
用
で
き
る
基
準
で
は
な
い
。

お
わ
り
に
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本
稿
は
こ
こ
ま
で
中
国
戦
国
時
期
の
青
銅
器
銘
文
を
歴
史
史
料
と
し
て
利
用
し
て
い
く
際
に
前
提
と
な
る
「
史
料
化
」
の
過
程
を
、
字

形
分
類
に
即
し
て
示
し
て
き
た
。
具
体
的
に
は
中
原
に
国
家
を
建
設
し
た
三
晋
（
韓
・
魏
・
趙
）
の
も
の
と
見
ら
れ
る
青
銅
器
銘
文
（
紀

年
銅
器
銘
文
）
を
整
理
し
、
そ
の
中
で
繰
り
返
し
出
現
す
る
「
年
」・「
命
」・「
庫
」・「

（
工
帀
）」・「
冶
」
と
い
う
五
文
字
の
分
類
を

試
み
た
（「
冶
」
字
は
旧
稿
参
照）
27
（

）。
最
後
に
、
い
く
つ
か
明
瞭
に
得
ら
れ
た
結
果
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

　（
一
）「
年
」
字
に
つ
い
て
、
本
稿
は
ま
ず
大
き
く
二
つ
の
型
式
に
分
類
し
た
。「
年
」
は
「
禾
に
従
い
、
人
（
あ
る
い
は
千
・
壬
）
に

従
う
」
文
字
で
あ
る
が
、
そ
の
第
一
画
目
の
形
状
に
注
目
し
、「
×
」
で
表
現
さ
れ
る
部
分
の
交
差
点
に
結
び
つ
く
字
形
（
Ａ
類
）
と

「
×
」
の
右
な
な
め
上
の
筆
画
に
連
結
す
る
字
形
（
Ｂ
類
）
と
に
区
別
し
た
。
そ
し
て
Ａ
類
・
Ｂ
類
を
さ
ら
に
「
人
」
に
従
う
か
、「
千
」

に
従
う
か
で
そ
れ
ぞ
れ
1
式
と
2
式
に
分
け
、
傾
向
を
分
析
し
た
。
そ
の
結
果
、
Ａ
類
1
式
に
韓
国
銅
器
銘
文
の
特
徴
を
（
六
七
件
中
三

四
件
、
約
五
一
％
）、
Ａ
類
2
式
と
Ｂ
類
1
式
に
趙
国
銅
器
銘
文
の
特
徴
を
（
前
者
は
七
〇
件
中
二
七
件
で
約
三
九
％
、
後
者
は
二
四
件

で
三
四
％
、）、
Ａ
類
に
魏
国
銅
器
銘
文
の
特
徴
（
七
四
件
中
六
〇
件
、
約
八
一
％
）
を
そ
れ
ぞ
れ
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
区
分
と

傾
向
は
、
従
来
の
研
究
で
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　（
二
）「
命
」
字
に
つ
い
て
、
本
稿
は
大
き
く
「
命
」（
Ａ
類
）・「

」（
Ｂ
類
）・「

」（
Ｃ
類
）
の
三
種
類
に
分
類
し
、
そ
の
上
で
、

「
命
」
字
を
「
口
」
と
「
卩
」
の
配
置
関
係
か
ら
上
下
関
係
（
1
式
）、
覆
い
か
ぶ
さ
る
も
の
（
2
式
）、
平
行
関
係
（
3
式
）
の
三
式
に

区
分
し
た
。
す
で
に
指
摘
の
あ
る
と
お
り
、
Ｂ
類
は
韓
器
の
特
徴
で
あ
り
（
六
〇
件
中
二
四
件
、
四
〇
％
）、
Ｃ
類
は
魏
器
の
特
徴
で
あ

る
（
三
二
件
中
六
件
、
約
一
九
％
）。
こ
れ
は
比
較
の
議
論
で
、
Ｂ
類
は
魏
器
に
は
見
ら
れ
ず
、
Ｃ
類
は
韓
器
に
は
使
用
さ
れ
な
い
。
一

方
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
点
と
し
て
、
趙
器
に
も
Ｂ
類
は
多
く
使
用
さ
れ
て
お
り
、
二
一
件
中
一
一
件
と
過
半
を

こ
え
る
。

　「
命
」
字
の
分
類
も
意
味
の
あ
る
差
異
を
見
出
し
た
。
た
と
え
ば
韓
で
は
Ａ
類
1
式
が
六
〇
件
中
二
二
件
（
約
三
七
％
）
と
Ｂ
類
と
と
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も
に
韓
器
銘
文
の
主
流
を
形
成
す
る
の
に
対
し
、
趙
器
で
は
Ａ
類
1
式
は
一
件
も
見
え
ず
、
Ａ
類
3
式
を
使
用
す
る
（
七
件
）。

　（
三
）「
庫
」
字
に
つ
い
て
は
、「
車
」
を
覆
う
屋
根
の
形
状
に
注
目
し
（
現
在
の
字
形
は
「
广
」
に
従
う
）、
Ａ
類
（「
厂
」）・
Ｂ
類

（「

」「

」）・
Ｃ
類
（
本
論
参
照
）
と
大
き
く
三
つ
に
区
分
し
た
。
こ
れ
は
黄
盛
璋
氏
の
研
究
に
基
づ
く
分
類
で
あ
っ
た
が
、
本
稿
は

さ
ら
に
Ｃ
類
を
細
分
化
し
、
一
定
の
特
徴
を
認
め
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
と
く
に
Ｃ
類
4
式
と
し
た
「

」
の
よ
う
な
キ
ノ
コ
型
の
字
形

は
鄭
韓
故
城
出
土
兵
器
に
多
数
見
ら
れ
、
五
五
件
中
二
六
件
（
約
四
七
％
）
と
韓
器
銘
文
の
特
色
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
編
年
研
究
の
成

果
を
ふ
ま
え
、
本
稿
は
Ｃ
類
1
式
「

」
か
ら
Ｃ
類
4
式
「

」
へ
の
継
承
発
展
の
関
係
を
指
摘
し
た
。
こ
う
し
た
型
式
間
の
関
係
を

読
み
解
く
の
は
現
在
の
資
料
条
件
で
は
容
易
で
は
な
い
が
、
取
り
組
む
べ
き
課
題
で
あ
る
。
魏
国
銅
器
は
Ｂ
類
1
式
「

」
が
二
一
件
中

一
三
件
（
約
六
二
％
）
を
占
め
る
。
趙
国
銅
器
も
Ｂ
類
1
式
が
五
〇
件
中
二
二
件
（
約
四
四
％
）
と
中
心
と
な
る
字
形
で
あ
る
が
、
Ｃ
類

3
式
「

」
の
逆
Ｕ
字
型
に
や
や
特
色
を
見
る
（
五
件
）。

　（
四
）「

（
工
帀
）」
字
に
つ
い
て
、
本
稿
は
縦
の
長
い
字
画
（
線
）
が
右
に
曲
が
る
か
、
左
に
曲
が
る
か
、
あ
る
い
は
直
線
か
で
、

Ａ
類
・
Ｂ
類
・
Ｃ
類
に
分
類
し
た
。
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
最
後
に
一
本
横
画
（
横
線
）
が
入
る
か
ど
う
か
、
合
文
記
号
（「
二
」

の
記
号
）
が
入
る
か
ど
う
か
で
、
全
部
入
る
も
の
（
1
式
）、
横
画
が
入
る
も
の
（
2
式
）、
合
文
記
号
が
入
る
も
の
（
3
式
）、
い
ず
れ

も
入
ら
な
い
も
の
（
4
式
）
に
区
分
し
た
。
全
部
で
一
二
の
類
型
が
用
意
さ
れ
る
が
、
も
う
一
つ
、
合
文
に
な
ら
な
い
も
の
（
つ
ま
り

「
工
」「
帀
」
と
分
け
て
書
か
れ
る
。
Ｄ
類
）
を
加
え
た
。
結
果
、
韓
器
は
五
七
件
中
四
三
件
、
左
に
曲
が
り
（
つ
ま
り
Ｂ
類
、
約
七

五
％
）、
趙
器
は
六
五
件
中
三
六
件
で
右
に
曲
が
り
（
Ａ
類
、
五
五
％
）、
ま
た
趙
器
で
は
魏
・
韓
に
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
直
線
が
九
件

（
Ｃ
類
、
約
一
四
％
）
存
在
す
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
さ
ら
に
細
か
く
見
る
と
、
韓
器
は
Ｂ
類
3
式
「

」・
Ｂ
類
4
式
「

」
で
三

二
件
と
過
半
を
超
え
、
趙
器
は
Ａ
類
1
式
「

」
に
際
立
っ
た
特
色
を
示
し
（
二
〇
件
）、
こ
の
類
型
は
韓
・
魏
に
見
ら
れ
な
い
。

　
今
後
、
資
料
が
増
え
て
く
れ
ば
、「
年
」
字
の
項
で
指
摘
し
た
「
禾
」
字
の
第
一
画
を
「
ク
」・「
∩
」・「
∧
」
で
記
す
も
の
の
差
異
や
、
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五

「
庫
」
字
の
項
で
述
べ
た
「
車
」
の
「
田
」
部
の
逆
三
角
形
型
、
お
わ
ん
型
、
円
型
な
ど
の
違
い
に
つ
い
て
も
、
意
味
を
見
出
す
こ
と
が

で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

　「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
通
り
、
こ
れ
ま
で
三
晋
銅
器
銘
文
の
研
究
で
は
、「
冶
」
字
や
「
造
」
字
な
ど
の
個
性
的
な
文
字
に
注
目
す
る

研
究
は
な
さ
れ
て
き
た
が
、
一
番
の
基
本
字
で
あ
る
「
年
」
や
「
命
」・「
庫
」「

（
工
帀
）」
と
い
っ
た
本
稿
で
取
り
上
げ
た
文
字
を
網

羅
的
に
分
類
す
る
研
究
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
大
き
な
違
い
を
見
出
し
え
な
い
と
考
え
ら
れ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
が
、

実
際
、
本
稿
の
検
討
に
明
ら
か
な
よ
う
に
有
意
味
な
差
異
を
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
筆
者
は
本
稿
に
お
い
て
陸
続
と
発
見
・
紹
介
さ
れ

る
新
資
料
の
解
読
や
現
在
な
お
性
格
不
明
な
器
物
の
研
究
を
推
し
進
め
る
た
め
の
基
本
デ
ー
タ
、
あ
る
い
は
そ
の
視
座
を
提
供
し
た
つ
も

り
で
あ
る
。

　
本
研
究
は
、
お
そ
ら
く
は
偏
旁
の
付
加
に
関
し
て
漢
字
史
の
問
題
や
銘
文
の
書
き
手
、
銅
器
銘
文
を
誰
が
書
い
た
の
か
、
と
い
う
問
題
、

そ
し
て
漢
字
使
用
の
地
域
性
や
筆
跡
個
性
（
筆
癖
）
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
展
開
す
る
可
能
性
を
も
っ
て
い
る
と
思
う
。
ま
た
字
形

の
研
究
は
偽
刻
を
見
分
け
る
際
の
一
つ
の
基
準
に
も
な
り
う
る
。

　
た
だ
し
、
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
は
、
筆
者
は
こ
れ
に
よ
っ
て
機
械
的
に
時
期
や
国
別
を
判
断
で
き
る
と
考
え
て
い
る
の
で
は
な

く
、
作
成
し
た
編
年
表
も
参
考
資
料
の
域
に
留
ま
る
。
資
料
の
国
別
・
断
代
は
前
述
の
一
〇
の
基
準
を
総
合
し
て
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、

甲
骨
文
の
貞
人
説
の
よ
う
な
重
要
な
基
準
も
そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
で
存
在
す
る
が
、
と
も
か
く
、
そ
れ
ほ
ど
単
純
な
議
論
で
は
な
く
、
本
稿

は
あ
く
ま
で
字
形
の
側
面
か
ら
出
土
資
料
の
「
史
料
化
」
に
貢
献
し
よ
う
と
努
め
た
次
第
で
あ
る
。
大
方
の
教
示
を
期
待
し
た
い
。

　
本
研
究
成
果
は
平
成
二
二
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
若
手
研
究
（
Ｂ
）「
戦
国
文
字
と
記
録
媒
体
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
─
戦
国
史
像

の
再
構
築
─
」
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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略
称
・
主
要
参
考
文
献
一
覧

温
県
盟
書
　
　
河
南
省
文
物
研
究
所
「
河
南
温
県
東
周
盟
誓
遺
址
一
号
坎
発
掘
簡
報
」『
文
物
』
一
九
八
三
年
第
三
期
。

九
州
　
　
呉
振
武
「
新
見
古
兵
地
名
考
釈
両
則
」『
九
州
』
第
三
輯
、
商
務
印
書
館
、
二
〇
〇
三
年
。

金
文
通
釈
　
　
白
川
静
『
金
文
通
釈
』
巻
一
～
巻
七
（
一
九
六
四
～
一
九
八
四
）、
平
凡
社
、
二
〇
〇
四
～
二
〇
〇
五
年
（
白
川
静
著
作
集
別
巻
）。

荊
門
左
冢
楚
墓
　
　
湖
北
省
文
物
考
古
研
究
所
・
荊
門
市
博
物
館
・
襄
荊
高
速
公
路
考
古
隊
編
『
荊
門
左
冢
楚
墓
』
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
。

国
別
特
質
　
　
江
村
治
樹
「
戦
国
時
代
出
土
文
字
資
料
の
国
別
特
質
」（
一
九
八
五
年
、
同
『
春
秋
戦
国
秦
漢
時
代
出
土
文
字
資
料
の
研
究
』
汲
古
書
院
、

二
〇
〇
〇
年
）。

古
越
閣
　
　
王
振
華
『
古
越
閣
蔵
　
商
周
青
銅
兵
器
』
古
越
閣
、
一
九
九
三
年
。

古
文
字
詁
林
　
　『
古
文
字
詁
林
』
第
一
冊
～
第
一
二
冊
、
上
海
教
育
出
版
社
、
一
九
九
九
年
。

侯
馬
盟
書
　
　
山
西
省
文
物
工
作
委
員
会
編
『
侯
馬
盟
書
』
文
物
出
版
社
、
一
九
七
六
年
（
増
訂
本
、
山
西
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）。

合
集
　
　
郭
沫
若
主
編
『
甲
骨
文
合
集
』
第
一
冊
～
第
一
三
冊
、
中
華
書
局
、
一
九
七
八
～
一
九
八
二
年
。

字
統
　
　
白
川
静
『
新
訂
字
統
』
平
凡
社
、
二
〇
〇
四
年
。

周
金
　
　
鄒
安
『
周
金
文
存
』
六
巻
、
一
九
二
一
年
。

集
成
　
　
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
編
『
殷
周
金
文
集
成
』
第
一
冊
～
第
一
八
冊
、
中
華
書
局
、
一
九
八
四
～
一
九
九
六
年
（
同
『
修
訂
増
補
本
』

第
一
冊
～
第
八
冊
、
二
〇
〇
七
年
）。

小
校

　
　
劉
体
智
『
小
校
經
閣
金
石
文
字
』
一
八
巻
、
一
九
三
五
年
（『
引
得
本
』
全
六
冊
、
大
通
書
局
、
一
九
七
九
年
）。

商
周
金
文

　
　
王
輝
『
商
周
金
文
』
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
。

新
収

　
　
鍾
柏
生
・
陳
昭
容
・
黄
銘
崇
・
袁
国
華
『
新
収
殷
周
青
銅
器
銘
文
曁
器
影
彙
編
』
全
三
冊
、
台
北
・
芸
文
印
書
館
、
二
〇
〇
六
年
。

新
出
青
铜
器
研
究

　
　
李
学
勤
『
新
出
青
铜
器
研
究
』
文
物
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
。

秦
出
土
文
献
編
年

　
　
饒
宗
頤
主
編
・
王
輝
著
『
秦
出
土
文
献
編
年
』
新
文
豊
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
。

信
平
君
鈹
考
　
　
呉
振
武
「
趙
十
六
年
守
相
信
平
君
鈹
考
」
張
光
裕
等
編
『
第
三
届
国
際
中
国
古
文
字
学
研
討
会
論
文
集
』
香
港
中
文
大
学
中
国
文
化
研
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七

究
所
・
中
国
語
言
及
文
学
系
、
一
九
九
七
年
。

説
文
　
　［
漢
］
許
慎
撰
『
説
文
解
字
』（
一
九
六
三
、
附
検
字
影
印
本
）
中
華
書
局
、
二
〇
〇
九
年
。

説
文
新
義
　
　
白
川
静
『
説
文
新
義
』
第
一
冊
～
第
八
冊
（
一
九
六
九
～
一
九
七
四
）、
平
凡
社
、
二
〇
〇
二
～
二
〇
〇
三
年
（
白
川
静
著
作
集
別
巻
）。

戦
国
題
銘
　
　
董
珊
『
戦
国
題
銘
与
工
官
制
度
』
北
京
大
学
博
士
研
究
生
学
位
論
文
、
二
〇
〇
二
年
。

総
覧
三
　
　
林
巳
奈
夫
『
春
秋
戦
国
時
代
青
銅
器
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
年
。

珍
秦
斎
　
　
蕭
春
源
輯
『
珍
秦
斎
藏
金
─
呉
越
三
晋
篇
』
澳
門
基
金
会
、
二
〇
〇
八
年
。

武
陵
　
　
張
光
裕
・
呉
振
武
「
武
陵
新
見
古
兵
三
十
六
器
集
録
」『
中
国
文
化
研
究
所
学
報
』
第
六
期
、　
一
九
九
七
年
。

銘
文
選
　
　
上
海
博
物
館
商
周
青
銅
器
銘
文
選
編
写
組
編
『
商
周
青
銅
器
銘
文
選
』
第
一
冊
～
第
四
冊
、
文
物
出
版
社
、
一
九
八
六
～
一
九
九
〇
年
。

陽
城
令
戈
考
　
　
何
琳
儀
・
焦
智
勤
「
八
年
陽
城
令
戈
考
」『
古
文
字
研
究
』
第
二
六
輯
、
中
華
書
局
、
二
〇
〇
六
年
。

表
一
出
典
欄
の
参
考
文
献

ア
　
四
川
省
文
物
考
古
研
究
所
・
滎
経
厳
道
古
城
遺
址
博
物
館
「
滎
経
県
同
心
村
巴
蜀
船
棺
葬
発
掘
報
告
」
四
川
省
文
物
考
古
研
究
所
『
四
川
考
古
報
告

集
』
文
物
出
版
社
、
一
九
九
八
年
（
表
紙
、
二
四
一
～
二
四
三
頁
）

イ
　
黄
錫
全
「
新
見
宜
陽
銅
戈
考
論
」『
考
古
与
文
物
』
二
〇
〇
二
年
第
二
期
（
董
珊
模
本
）

ウ
・
エ
　
陽
城
令
戈
考
（
ウ
＝
徴
収
品
、
エ
＝
新
鄭
出
土
）

オ
・
カ
・
コ
　
韓
自
強
「
過
眼
雲
煙
─
記
新
見
五
件
晋
系
銘
文
兵
器
」『
古
文
字
研
究
』
第
二
七
輯
、
中
華
書
局
、
二
〇
〇
八
年

キ
　
呉
振
武
「
新
見
十
八
年
冢
子
韓
矰
戈
研
究
─
兼
論
戦
国
『
冢
子
』
一
官
的
職
掌
」『
古
文
字
与
古
代
史
』
第
一
輯
、
二
〇
〇
七
年

ク
　
黄
錫
全
「
介
紹
一
件
韓
廿
年
冢
子
戈
」『
古
文
字
研
究
』
第
二
七
輯
、
中
華
書
局
、
二
〇
〇
八
年

ケ
　
荆
門
左
冢
楚
墓
六
六
頁

サ
　
李
朝
遠
「
汝
陰
令
戈
小
考
」『
中
国
文
字
研
究
』
一
、
広
西
教
育
出
版
社
、
一
九
九
九
年
。
九
州

シ
　「
説
網
上
新
見
的
両
件
戦
国
魏
“
首
垣
”
銅
器
」
復
旦
大
学
出
土
文
献
与
古
文
字
研
究
中
心
網
、
二
〇
〇
九
年
五
月
一
二
日

ス
　
古
越
閣

セ
　
黄
盛
璋
「
新
発
現
之
三
晋
兵
器
及
其
相
関
的
問
題
」『
文
博
』
一
九
八
七
年
第
二
期
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八

ソ
　
王
輝
・
王
沛
「
二
年
平
陶
令
戈
跋
」『
考
古
与
文
物
』
二
〇
〇
七
年
第
六
期

タ
　
呉
鎮
烽
・
師
小
群
「
三
年
大
将
吏
弩
機
考
」『
文
物
』
二
〇
〇
六
年
第
四
期

チ
　
李
学
勤
『
四
海
尋
珍
』
清
華
大
学
出
版
社
、
一
九
九
八
年
、
九
四
頁

ツ
　
呉
鎮
烽
「
六
年
相
室
趙

鼎
考
」『
考
古
与
文
物
』
二
〇
〇
八
年
第
五
期

テ
　
王
長
啓
「
西
安
市
文
物
中
心
藏
戦
国
秦
漢
時
期
的
青
銅
器
」『
考
古
与
文
物
』
一
九
九
四
年
第
四
期

ト
　
唐
友
波
「
新
見

鼎
小
識
」『
上
海
博
物
館
集
刊
』
上
海
書
畫
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年

ナ
　
蔡
運
章
・
趙
暁
軍
「
三
年
垣
上
官
鼎
銘
考
略
」『
文
物
』
二
〇
〇
五
年
第
八
期
、
新
収
三
六
七

ニ
　
蔡
運
章
・
趙
暁
軍
・
戴
霖
「
論
右

鼎
銘
及
其
相
関
問
題
」『
文
物
』
二
〇
〇
四
年
第
九
期
、
新
収
三
八
〇

ヌ
　
李
学
勤
「
滎
陽
上
官
皿
与
安
邑
下
官
鍾
」『
文
物
』
二
〇
〇
三
年
第
一
〇
期
、
新
收
一
七
三
七

ネ
　
旅
順
博
物
館
編
『
旅
順
博
物
館
館
藏
文
物
選
萃
・
青
銅
器
巻
』
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
、
二
〇
番

ノ
・
ハ
　
尹
俊
敏
・
劉
富
亭
「
南
陽
市
博
物
館
蔵
両
周
銘
文
銅
器
介
紹
」『
中
原
文
物
』
一
九
九
二
年
第
二
期

ヒ
　
小
校
一
〇
・
一
〇
三
・
四

フ
　
小
校
一
〇
・
五
三
・
一

ヘ
　
朱
幟
・
振
甫
「
河
南
舞
陽
出
土
的
周
、
漢
兵
器
」『
考
古
』
一
九
九
四
年
第
三
期

ホ
　
周
金
六
・
八
〇
・
二

マ
　
小
校
一
〇
・
七
五
・
一
　
　
ミ
　
小
校
一
〇
・
七
五
・
三
　
　
ム
　
小
校
一
〇
・
七
五
・
二

メ
　
小
校
一
〇
・
一
〇
二
・
四

モ
・
ヤ
・
ユ
・
ヨ

　
河
南
省
博
物
館
編
『
河
南
省
博
物
館
館
藏
青
銅
器
選
』
香
港
撮
影
藝
術
出
版
社

表
二
〜
表
五
　
図
版
出
典
一
覧

　
集
成
〔
表
二
Ａ
1
＝
35
、
51
、
52
、
63
、
243

　
Ａ
2
＝
15
、
28
、
65
、
67

　
Ａ
3
＝
44
、
62

　
Ｂ
1
＝
19
、
23
、
76
、
123
、
139

　
Ｂ
2
＝
31
〕〔
表
三

Ａ
1
＝
28
、
52
、
123

　
Ａ
3
＝
15

　
Ｂ
＝
57
、
86
、
55
、
77

　
Ｃ
＝
17
、
19
、
53
〕〔
表
四

　
Ａ
＝
86

　
Ｂ
1
・
Ｂ
2
＝
35
、
70
、
93

　
Ｃ
1
＝
19
、
33
、

100
、
119

　
Ｃ
2
＝
107
、
111

　
Ｃ
3
＝
51
、
112

　
Ｃ
4
＝
56
、
64
　
Ｃ
５
＝
27
〕〔
表
五
　
Ａ
1
＝
70
、
118

　
Ａ
2
＝
100

　
Ａ
3
＝
12
、
112

　
Ａ
4
＝
15
、
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四
九

17
、
41
、
131

　
Ｂ
1
＝
44
、
45
、
54
、
137

　
Ｂ
2
＝
55
　
Ｂ
3
＝
33
、
87
　
Ｂ
4
＝
23
、
37
、
80
　
Ｃ
＝
27
〕

　
新
収
〔
表
二
　
Ａ
1
＝
166

　
Ａ
2
＝
162

　
Ｂ
2
＝
143
、
148
、
156
〕〔
表
三
　
Ａ
2
＝
143

　
Ａ
3
＝
149
、
182
〕〔
表
四
　
Ｃ
1
＝
182

　
Ｃ
3
＝
150
〕〔
表
五

Ａ
4
＝
144

　
Ｂ
1
＝
181

　
Ｃ
＝
154
〕

　
珍
秦
斎
〔
表
四
　
Ｂ
1
・
Ｂ
2
＝
211

　
Ｃ
5
＝
213
〕〔
表
五
　
Ｂ
2
＝
207
〕

　
信
平
君
鈹
考
〔
表
四
　
Ａ
＝
179
〕　
陽
城
令
戈
考
〔
表
四
　
Ｃ
5
＝
216
〕　
九
州
〔
表
五
　
Ｂ
3
＝
224
〕

　
武
陵
〔
表
三
　
Ａ
3
＝
190
〕　
荊
門
左
冢
楚
墓
〔
表
三
　
Ａ
2
＝
222
〕〔
表
四
　
Ｂ
1
・
Ｂ
2
＝
222
〕

　
古
越
閣
〔
表
五
　
Ａ
2
＝
180
〕　
文
博
一
九
八
七
年
第
二
期
、
五
三
頁
〔
表
二
Ａ
2
＝
227
〕

　
考
古
与
文
物
一
九
八
九
年
第
三
期
、
二
一
頁
〔
表
四
　
Ｂ
1
・
Ｂ
2
＝
148
〕

　
筆
者
模
本
〔
表
二
Ａ
2
＝
118
、
Ｂ
1
＝
129
〕〔
表
三
　
Ａ
1
＝
214

　
Ａ
2
＝
218
〕〔
表
四
　
Ｃ
5
＝
188
〕〔
表
五
　
Ｃ
＝
132
〕

注（
1
）　
陳
絜
『
商
周
金
文
』
文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
、
二
～
三
頁
。

（
2
）　
董
作
賓
「
甲
骨
文
断
代
研
究
例
」（
一
九
三
三
）『
董
作
賓
巻
』（
中
国
現
代
学
術
経
典
）
河
北
教
育
出
版
社
、
一
九
九
六
年
。

（
3
）　
拙
稿
「
戦
国
韓
の
有
銘
青
銅
兵
器
に
つ
い
て
（
補
論
）
─
『
冶
』
字
の
分
類
を
兼
ね
て
─
」
太
田
幸
男
・
多
田
狷
介
編
『
中
国
前
近
代
史
論
集
』

汲
古
書
院
、
二
〇
〇
七
年
。
同
「
再
論
三
晋
“
冶
”
字
」『
古
文
字
研
究
』
第
二
七
輯
、
二
〇
〇
八
年
。

（
4
）　
李
学
勤
「
評
陳
夢
家
殷
墟
卜
辞
総
述
」『
考
古
学
報
』
一
九
五
七
年
第
三
期
。
黄
天
樹
『
殷
墟
王
卜
辞
的
分
類
与
断
代
』（
一
九
九
一
）
科
学
出
版

社
、
二
〇
〇
七
年
、
二
頁
。

（
5
）　
拙
著
『
中
国
古
代
国
家
の
形
成
と
青
銅
兵
器
』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
八
年
。「
冶
」「
造
」
に
関
す
る
黄
盛
璋
・
林
清
源
両
氏
の
研
究
に
つ
い
て
は

拙
著
三
四
頁
、
四
二
頁
参
照
。

（
6
）　
三
晋
銅
器
銘
文
に
つ
い
て
、
拙
著
刊
行
後
の
重
要
な
成
果
と
し
て
は
湯
志
彪
『
三
晋
文
字
編
』（
吉
林
大
学
博
士
学
位
論
文
、
二
〇
〇
九
年
）
を

あ
げ
ら
れ
る
。
個
別
論
文
は
省
略
す
る
。
平
㔟
隆
郎
『
春
秋
晋
国
『
侯
馬
盟
書
』
字
体
通
覧
─
山
西
省
出
土
文
字
資
料
─
』（
東
京
大
学
東
洋
文
化

研
究
所
附
属
東
洋
学
文
献
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
八
年
）
は
字
形
と
書
き
手
に
注
目
し
た
研
究
で
あ
る
。
字
体
・
字
形
・
書
体
の
違
い
に
つ
い
て
は
同

書
一
六
頁
参
照
。
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五
〇

（
7
）　
説
文
新
義
巻
七
上
、
九
三
頁
。
書
誌
情
報
は
略
称
一
覧
参
照
。

（
8
）　
金
文
銘
に
つ
い
て
、
考
釈
は
お
も
に
次
の
も
の
を
参
照
し
た
。
頌
壺
（
金
文
通
釈
一
三
七
、
銘
文
選
四
三
六
、
商
周
金
文
五
四
）、
曾
伯

簠

（
金
文
通
釈
二
二
六
、
銘
文
選
六
九
一
、
総
覧
③
一
二
頁
）、

公

鐘
（
金
文
通
釈
二
二
二
、
銘
文
選
八
二
六
）。

（
9
）　
中
山
王

鼎
（
銘
文
選
八
八
〇
、
総
覧
③
三
四
頁
、
新
出
青
銅
器
研
究
一
八
一
～
一
八
六
頁
）、
十
五
年
上
郡
守
戈
（
秦
出
土
文
献
編
年
七
四
、

国
別
特
質
二
四
六
～
二
四
七
頁
）。
ま
た
中
山
王
墓
出
土
青
銅
器
に
つ
い
て
は
、
小
南
一
郎
「
中
山
王
陵
三
器
銘
と
そ
の
時
代
背
景
」
林
巳
奈
夫
編

『
戦
国
時
代
出
土
文
物
の
研
究
』（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
八
五
年
）
参
照
。

（
10
）　
本
稿
の
時
期
区
分
は
拙
著
同
様
、
林
巳
奈
夫
氏
の
区
分
に
従
う
。
つ
ま
り
紀
元
前
五
世
紀
中
頃
か
ら
前
四
世
紀
中
頃
を
戦
国
前
期
、
前
四
世
紀
中

頃
か
ら
前
三
世
紀
中
頃
を
中
期
、
前
三
世
紀
中
頃
か
ら
前
二
二
一
年
と
統
一
秦
期
を
合
わ
せ
て
戦
国
後
期
と
す
る
。
ま
た
前
期
・
中
期
を
そ
れ
ぞ
れ

前
段
・
後
段
に
分
け
る
（
総
覧
③
一
一
頁
）。

（
11
）　
袁
国
華
「
包
山
楚
簡
文
字
考
釈
」
常
宗
豪
ほ
か
編
『
第
二
届
国
際
中
国
古
文
字
学
研
討
会
論
文
集
』
問
学
社
有
限
公
司
、
一
九
九
三
年
。
湖
北
省

荊
沙
鉄
路
考
古
隊
編
『
包
山
楚
簡
』
文
物
出
版
社
、
一
九
九
一
年
。

（
12
）　
説
文
新
義
巻
二
上
、
五
五
～
五
六
頁
。

（
13
）　
白
川
静
『
甲
骨
文
の
世
界
』
平
凡
社
、
一
九
七
二
年
、
四
八
頁
。
孟
世
凱
『
甲
骨
学
辞
典
』
上
海
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
、
二
九
二
頁
・
三

六
〇
頁
。

（
14
）　
班
簋
（
金
文
通
釈
七
九
、
銘
文
選
一
六
八
、
商
周
金
文
二
五
）、
小
克
鼎
（
金
文
通
釈
一
六
八
、
銘
文
選
三
〇
六
）、
禹
鼎
（
金
文
通
釈
一
六
二
、

銘
文
選
四
〇
七
、
商
周
金
文
四
九
）、
多
友
鼎
（
銘
文
選
四
〇
八
、
商
周
金
文
五
〇
）。

（
15
）　
中
山
王
方
壺
（
銘
文
選
八
八
一
、
新
出
青
銅
器
研
究
一
七
六
～
一
八
〇
頁
）。

（
16
）　
本
稿
は
模
本
も
使
用
し
た
が
、
と
く
に
三
〇
番
の
よ
う
に
模
本
し
か
見
ら
れ
な
い
器
物
に
つ
い
て
は
注
意
を
要
す
る
。
本
稿
の
よ
う
に
筆
画
の
細

部
の
特
徴
に
言
及
す
る
場
合
、
模
本
の
書
き
手
は
そ
こ
ま
で
意
識
を
し
て
い
な
い
可
能
性
も
あ
り
、
一
定
の
限
界
が
あ
る
。

（
17
）　
郝
本
性
「
新
鄭
“
鄭
韓
故
城
”
発
現
一
批
戦
国
銅
兵
器
」『
文
物
』
一
九
七
二
年
第
一
〇
期
。

（
18
）　
司
寇
監
造
兵
器
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
五
拙
著
第
二
章
を
参
照
。

（
19
）　
蘇
輝
「
韓
国
紀
年
兵
器
研
究
」『
中
国
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
学
刊
』
第
三
集
、
商
務
印
書
館
、
二
〇
〇
四
年
、
一
一
七
頁
。

（
20
）　
一
七
番
の
編
年
に
つ
い
て
は
江
村
治
樹
氏
の
指
摘
の
通
り
、
再
考
を
要
し
、
本
稿
で
は
ひ
と
ま
ず
Ⅱ
Ｂ
と
し
た
（「
書
評
　
下
田
誠
『
中
国
古
代
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五
一

国
家
の
形
成
と
青
銅
兵
器
』」『
歴
史
学
研
究
』
八
五
五
、
二
〇
〇
九
年
、
五
四
頁
）。

（
21
）　
蘇
輝
「
魏
国
紀
年
兵
器
研
究
」『
中
国
古
代
文
明
研
究
与
学
術
史
─
李
学
勤
教
授
伉
儷
七
十
寿
慶
紀
念
文
集
』
河
北
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
、

九
七
頁
。

（
22
）　
容
庚
編
『
金
文
編
』（
四
訂
本
）
中
華
書
局
、
一
九
八
五
年
、
六
五
七
頁
。

（
23
）　
黄
茂
琳
（
黄
盛
璋
）「
新
鄭
出
土
戦
国
兵
器
中
的
一
些
問
題
」『
考
古
』
一
九
七
三
年
第
六
期
、
三
七
三
頁
（『
歴
史
地
理
与
考
古
論
叢
』
斉
魯
書

社
、
一
九
八
二
年
、
一
五
一
頁
）。

（
24
）　
荊
門
左
冢
楚
墓
、
図
三
九
（
Ｍ
1
出
土
銅
器
）・
図
版
一
五
。

（
25
）　
戦
国
題
銘
四
四
頁
。
李
学
勤
「
論
一
件
中
山
国
有
銘
銅
戈
」『
古
文
字
与
古
代
史
』（
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
会
議
論
文
集
之
九
）
第
二
輯
、

二
〇
〇
九
年
、
二
一
六
頁
。

（
26
）　
角
谷
定
俊
「
秦
に
お
け
る
青
銅
工
業
の
一
考
察
─
工
官
を
中
心
に
─
」『
駿
台
史
学
』
五
五
、
一
九
八
二
年
。
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
整
理
小
組
編

『
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
』
文
物
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
。

（
27
）　
前
掲
注
三
拙
稿
「
戦
国
韓
の
有
銘
青
銅
兵
器
に
つ
い
て
（
補
論
）
─
『
冶
』
字
の
分
類
を
兼
ね
て
─
」・「
再
論
三
晋
“
冶
”
字
」。

�

（
史
学
科

　
助
教
）
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〔
表
一
の
凡
例
〕

　
一
．
表
の
内
容
に
つ
い
て
、
1
～
141
は
集
成
収
録
の
三
晋
紀
年
兵
器
、
141
～
194
は
新
収
収
録
の
三
晋
紀
年
兵
器
、
195
～
213
は
珍
秦
斎
収
録
の
三
晋
紀
年

兵
器
、
214
～
230
は
そ
れ
以
外
の
雑
誌
・
図
書
に
収
録
さ
れ
た
三
晋
紀
年
兵
器
、
231
～
250
は
集
成
収
録
の
三
晋
紀
年
銅
容
器
と
雑
器
、
251
～
257
は
そ

れ
以
外
の
雑
誌
・
図
書
に
収
録
さ
れ
た
三
晋
紀
年
銅
容
器
と
雑
器
で
あ
る
。

　
二
．
器
名
は
収
録
誌
の
名
称
を
尊
重
し
た
が
、
異
な
る
名
称
で
通
用
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
別
に
あ
げ
た
。

　
三
．
器
名
欄
に
記
し
た
▲
は
偽
刻
が
疑
わ
れ
て
い
る
銅
器
で
あ
る
。

　
四
．
国
別
と
年
代
は
先
行
研
究
と
筆
者
の
研
究
成
果
を
ふ
ま
え
、
筆
者
の
判
断
を
参
考
ま
で
に
記
す
も
の
で
あ
る
。
◎
は
旧
稿
の
考
え
を
改
め
た
所
を

示
す
。

　
五
．
国
別
欄
の
「
未
」
と
は
未
定
を
意
味
し
、
三
晋
系
（
中
山
・
東
周
を
含
む
）
の
器
物
と
判
断
さ
れ
る
が
、
国
別
が
未
定
の
も
の
を
指
す
。

　
六
．
時
代
欄
の
記
号
は
総
覧
三
に
よ
る
も
の
で
、
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
は
戦
国
前
期
・
中
期
・
後
期
を
指
し
、
Ａ
・
Ｂ
は
そ
の
前
半
・
後
半
を
指
す
。
た
と
え

ば
Ⅱ
Ｂ
と
は
戦
国
中
期
後
半
を
指
す
。
本
稿
注
10
参
照
。

　
七
．
年
代
は
平
㔟
隆
郎
『
新
編
史
記
東
周
年
表
─
中
国
古
代
紀
年
の
研
究
序
章
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
五
年
）
に
基
づ
く
。

　
八
．「
年
」「
命
」「
庫
」「
工
帀
」
の
欄
に
記
し
た
Ａ
1
な
ど
の
表
記
は
、
Ａ
類
1
式
の
略
称
で
あ
る
。

　
九
．「
年
」「
命
」「
庫
」「
工
帀
」
の
欄
の
「
─
」
は
そ
の
文
字
が
銘
文
中
に
存
在
し
な
い
こ
と
、「
×
」
は
存
在
す
る
が
判
別
不
能
で
あ
る
こ
と
を
示

す
。

一
〇
．「
冶
」
の
欄
は
旧
稿
の
成
果
を
吸
収
し
、
た
と
え
ば
179
番
、
国
別
趙
の
Ａ
30
と
は
本
稿
注
3
拙
稿
の
趙
表
、
Ａ
類
30
番
を
指
す
。
韓
Ｂ
な
ど
の
記

載
は
拙
稿
に
収
録
さ
れ
な
い
銅
器
銘
文
の
「
冶
」
字
を
旧
稿
の
基
準
に
基
づ
き
判
断
し
た
も
の
で
、
韓
表
の
Ｂ
類
に
分
類
さ
れ
る
と
い
う
意
味
で

あ
る
。

一
一
．
珍
秦
斎
は
各
器
物
の
最
初
の
頁
を
記
入
し
た
。
出
典
欄
の
（
ア
）～（
ヨ
）
の
文
献
は
別
に
示
し
た｡

一
二
．
1
～
141
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
戦
国
文
字
・
戦
国
史
研
究
の
新
展
開
─
殷
周
金
文
集
成
（
修
訂
増
補
本
）
の
出
版
と
上
海
博
物
館
所
蔵
青
銅
兵
器
の

調
査
を
ふ
ま
え
て
─
」（『
人
文
』
7
、
二
〇
〇
八
年
）
に
18
冊
本
集
成
と
新
版
集
成
（
二
〇
〇
七
年
修
訂
増
補
本
）
の
間
の
移
動
を
記
し
て
い
る
。

一
三
．
最
後
に
写
真
・
拓
本
・
模
本
が
非
公
開
で
あ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
字
形
分
析
の
困
難
な
器
物
を
一
覧
し
て
お
い
た
。
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表一　三晋紀年銅器一覧

番号 器名 国 時代 集成 年 命 庫 工帀 冶

1 二十七年晋戈 魏 Ⅱ・Ⅲ 11215 A1 ─ ─ ─ ─

2
二十九年戈（※二十
九年成淮戈）

未 Ⅱ・Ⅲ 11216 A1 ─ ─ ─
韓 B・
魏 D

3 十八年 左庫戈 魏 ⅡA 11264 A1 ─ C1 ─ ─

4 四年右庫戈 未 Ⅱ・Ⅲ 11266 × ─ B1 ─ 未定 3

5 十四年州戈 魏 ⅡA 11269 A1 ─ ─ B4 D2

6 七年戈（※七年 工戈） 未 Ⅱ・Ⅲ 11271 A2 ─ ─ ─ 未定 4

7 九年戈（※九年
工師戈）

未 Ⅱ 11283 A1 ─ ─ B3 ×

8 嗇夫戈 未 Ⅱ・Ⅲ 11284 ─ ─ ─ ─ 未定 5

9 十年邙令差戈 魏 Ⅱ・Ⅲ 11291 A1 A3 B1 B3 ×

10 三年蒲子戈 魏 Ⅱ・Ⅲ 11293 A3 × ─ B3 ×

11 二年州句戈 未 Ⅱ・Ⅲ 11298 A1 ×（?） ─ B3 魏 D

12 二十三年 令戈 魏 Ⅱ 11299 A2 A1 ─ A3 F2

13 戈 魏 Ⅱ 11300 B1 A2 ─ B4 ─

14 二十三年□丘戈 未 Ⅱ 11301 C ─ ─ B4 未定 6

15 二十九年高都令戈 魏 前 248 11302 A2 A3 ─ A4 B1

16 二十九年高都令戈 魏 前 248 11303 A2 A3 ─ A4 魏 B

17 二十一年啓封令 戈 魏 ◎ⅡB 11306 A1 C ─ A4 C5

18 九年戈 未 Ⅱ・Ⅲ 11307 A1 A2 ─ ─ 未定 7

19 三十三年業令戈 魏 前 338 11312 B1 C C1 B4 A2

20 九年 丘令 戈 魏 ◎Ⅱ 11313 B1 A1 ─ A4 ◎魏 F

21 二年皇陽令戈 未 Ⅱ・Ⅲ 11314 A2 A3 ─ B3 未定 8

22 二年皇陽令戈 未 Ⅱ・Ⅲ 11315 A2 A3（?） ─ B3 ×

23 四年令韓 戈 韓 前 308 11316 B1 A1 ─ B4 B1

24 三年 余令韓 戈 韓 Ⅱ 11317 A2 A1 ─ B1（?） D1

25 三年 余令韓 戈 韓 Ⅱ 11318 A2 A1 ─ B1 D2

26 三年 余令韓 戈 韓 Ⅱ 11319 B2 A1 ─ B1 D3

27 六年 令戈 趙 ⅡB 11320 A2 A3 C5 C1 ─

28 三十四年頓丘戈 魏 前 337 11321 A2 A1 ─ B3 C6

29 七年侖氏戈 韓 Ⅱ 11322 A3 A1 ─ B3 D4

30 八年茲氏令呉庶戈 趙 Ⅱ 11323 A2 A3 A B2 ─
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31
二十五年戈（※二十
五年陽春嗇夫戈）

魏 前 346 11324 B2 ─ ─ A3 D4

32 六年格氏令戈 韓 Ⅱ 11327 A1 A1 ─ B3 B2

33 王二年鄭令戈 韓 前 271 11328 B2 A2 C1 B3 ─

34 王何戈 趙 前 298 11329 ─ ─ ─ ─ A2

35 三十三年大梁戈 魏 前 338 11330 A1 ─ B1 D D5

36 四年 令戈 韓 Ⅱ 11335 A2 A1 A B1 D5

37 六年鄭令韓熙戈 韓 前 267 11336 A1 A2 C1 B4 B3

38
六年令戈（※六年□
司寇書戈）

魏 Ⅱ・Ⅲ 11337 A1 ─ B1 A4（?） D6

39 三年□令戈 未 Ⅱ・Ⅲ 11338 A2 A1 ─ B1 未定 9

40 四年戈 未 Ⅱ・Ⅲ 11340 B2 ─ ─ ─ ─

41 四年咎奴 令戈 魏 ⅡA 11341 A2 A2 ─ A4 E3

42 □ 令司馬戈 魏 Ⅱ・Ⅲ 11343 A1 A2 B1 B4 D7

43 八年 令戈 魏 Ⅱ・Ⅲ 11344 B1 A2 C5 B3 D8

44 八年新城大令戈 韓 ◎ⅡA 11345 A3 A1 ─ B1 D6

45 十三年□陽令戈 魏 ⅡA 11347 A2 A1 ─ B1 F3

46 五年 令思戈 魏 Ⅱ・Ⅲ 11348 A1 C B1 A4 C7

47 五年 令思戈 魏 Ⅱ・Ⅲ 11349 A2 C B1 A4 A3

48 十六年喜令戈 韓 Ⅱ 11351 B1 B B1 B3 B4

49 三年□陶令戈 未 Ⅱ・Ⅲ 11354 A1 A1 C6 A3 趙C（?）

50
十二年趙令戈（※十
二年少曲令戈）

韓 Ⅱ 11355 A3 A3 B1 B1 A1

51 二十四年 陰令戈 韓 前 340 11356 A1 A2 C3 D B5

52 王三年鄭令戈 韓 前 270 11357 A1 A1 C1 D B6

53 元年 令戈 趙 ⅡB 11360 A1 C B1 A2 C1

54 二年戈（※二年主父戈） 趙 前 297 11364 A2 ─ ─ B1 ─

55 十七年邢令戈 趙 前 249 11366 A2 B B1 B2 A3

56 十七年鄭令戈 韓 前 256 11371 A1 A1 C4 B4 C1

57 二十年鄭令戈 韓 前 253 11372 A2 B C3 D B7

58 二十一年鄭令戈 韓 前 252 11373 B1 A1 C4 B4 B8

59 王三年馬雍令戈 韓 Ⅱ 11375 A2 A2 B1 A4 A2

60
十八年戈（※十八年
冢子韓矰戈）

韓 前 255 11376 A1 ─ C4 ─ B9

61 十四年武城令戈 趙 ⅡB 11377 A2 × × ─ A4
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62 十七年彘令戈 韓 前 256 11382 A3 B C5 A3（?） A3

63 四年鄭令戈 韓 前 235 11384 A1 B C4 B4 B10

64 五年鄭令戈 韓 前 234 11385 A1 B C4 B4 B11

65 八年鄭令戈 韓 前 231 11386 A2 B C4 A3 B12

66 十四年鄭令戈 韓 前 259 11387 A1 A1 C4 B3 B13

67 十五年鄭令戈 韓 前 258 11388 A2 B C4 D B14

68 十六年鄭令戈 韓 前 257 11389 A1 A1 C4 B3 B15

69 □年邦府戈 趙 Ⅱ・Ⅲ 11390 B1 ─ B1 C4 A34

70 二十九年相邦趙戈 趙 前 270 11391 B1 ─ B1 A1 B2

71 六年鄭令戈 韓 前 233 11397 A1 A1 C4 A4（?） B16

72 三十一年鄭令戈 韓 前 242 11398 A2 A1 C4 D 韓A（?）

73 七年邦司寇矛 魏 ◎Ⅱ・Ⅲ 11545 A2 ─ C5 B2 A4

74 七年宅陽令矛 韓 Ⅱ・Ⅲ 11546 A3 A2 A A3 A4

75 十二年邦司寇矛 魏 ◎Ⅱ・Ⅲ 11549 A2 ─ C5 B2 A5

76 九年鄭令矛 韓 前 264 11551 B1 B C2 B2 C2

77 元年鄭令矛 韓 前 238 11552 A1 B C4 B4（?） C3

78 五年鄭令矛 韓 前 234 11553 A1 B C4 B4 B18

79 七年鄭令矛 韓 前 232 11554 A1 B C4 B3 B19

80 卅二年鄭令矛 韓 前 241 11555 A1 B C4 B4 B20

81 元年春平侯矛▲ 趙 ─ 11556 A2 ─ B1 A1 B3

82 五年春平侯矛▲ 趙 ─ 11557 B1 ─ ─ A1 A5

83 十七年春平侯矛▲ 趙 ─ 11558 × ─ ─ C1 D3

84 三年鄭令矛 韓 前 236 11559 A1 B C4 × 韓 B

85 卅四年鄭令矛 韓 前 239 11560 A1 A1 C4 B4 B21

86
令趙狽矛（※十一

年 令鈹）
趙 ⅡB 11561 A2 B A C1 C2

87 六年安陽令矛 韓 前 233 11562 B1 B C4（?） B3 B22

88 二年鄭令矛 韓 前 237 11563 B1 B C4（?） B3 B23

89 四年雍令矛 韓 前 235 11564 B1 B（?） C4 A4 B24

90
廿三年司寇矛（※廿
三年襄城令矛）

韓 前 250 11565 A1 B C4 B3 B25

91 四年建信君剣 趙 前 241 11619 A2 ─ ─ A4 ─

92 右庫剣 未 Ⅱ・Ⅲ 11633 B1 ─ A ─ ─

93 相邦鈹（※武襄君鈹） 趙 Ⅲ 11635 × ─ B1 × ◎趙 B

94 廿九年高都令剣 魏 前 248 11652 A2 A3 ─ A4 B2
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95 廿九年高都令剣▲ 魏 ─ 11653 A2 A1 ─ A4 B3

96 七年剣（※鈹） 趙 ⅡB・Ⅲ 11657 A2 ─ B1 A3 A7

97 元年剣（※鈹） 趙 ⅡB・Ⅲ 11660 B1 B C2 A2 B4

98 三年鈹（※三年 命鈹） 趙 ⅡB・Ⅲ 11661 A2 B C1 A1 B5

99
五年相邦春平侯剣

（※鈹）▲
趙 ─ 11662 A1 ─ ─ A1 A8

100 王立事鈹 趙 ⅡB 11669 ─ B C1 A2 B6

101 守相杜波鈹 趙 前 251 11670 ─ ─ × × A9

102 六年安平守鈹 趙 ⅡB・Ⅲ 11671 B1 ─ C3 A3 A10

103 七年剣（※鈹） 趙 ⅡB・Ⅲ 11672 B1 ─ B1 A3 A11

104 王立事剣▲ 趙 ─ 11673 ─ B A A1 B7

105
王立事鈹（※王立事
南行唐命鈹）▲

趙 ─ 11674 ─ B C3 A1 B8

106
三年馬師鈹（※三年
武 命鈹）

趙 ⅡB・Ⅲ 11675 A3 B C1 A3 A12

107 十二年邦司寇剣（※鈹） 趙 前 254 11676 A1 ─ C2 B1 A13

108 八年相邦剣▲ 趙 ─ 11677 A2 ─ B1 A3 B9

109 八年相邦剣▲ 趙 ─ 11678 B1 ─ C3 A1 B10

110
八年相邦鈹（※八年
相邦建信君鈹）

趙 前 237 11679 B1 ─ C5 A4（?） B11

111
八年相邦鈹（※八年
相邦建信君鈹）

趙 前 237 11680 A2 ─ C2 A1 B12

112
八年相邦鈹（※八年
相邦建信君鈹）

趙 前 237 11681 B1 ─ C3 A3 B13

113 二年春平侯鈹 趙 前 234 11682 A1 ─ B1 A1 B14

114 三年春平侯鈹 趙 前 233 11683 B1 ─ C3 A3 A14

115 十七年春平侯剣▲ 趙 ─ 11684 B1 ─ ─ B4（?） A15

116 十年鈹 趙 Ⅱ・Ⅲ 11685 A1 ─ ─ A1 A16

117 五年邦司寇剣（※鈹） 趙 前 240 11686 A1 ─ B1 A1 B15

118 三年相邦建信君鈹 趙 前 242 11687 A2 ─ B1 A1 B16

119 相邦春平侯鈹 趙 Ⅲ 11688 ─ ─ C1 A3 B17

120 十七年相邦春平侯鈹 趙 前 249 11689 B1 ─ ─ A1 A17

121 十七年相邦春平侯鈹 趙 前 249 11690 B1 ─ ─ A1 A18

122 十五年春平侯剣▲ 趙 ─ 11691 B1 ─ ─ A1 A19

123 卅三年鄭令剣（※鈹） 韓 前 240 11693 B1 A1 C4 B4 B27

124 四年春平相邦鈹 趙 前 232 11694 A2 ─ B2 A1 B18



中
国
戦
国
時
期
青
銅
器
銘
文
の
史
料
化
に
関
す
る
一
試
論
（
下
田
）�

五
七

125 四年建信君鈹 趙 前 241 11695 A2 ─ B1 A1 B19

126 十七年春平侯剣▲ 趙 ─ 11699 B1 ─ ─ C4（?） A20

127 十五年守相杜波剣▲ 趙 ─ 11700 B1（?） ─ B1 B2（?） A21

128 十五年守相杜波鈹 趙 前 251 11701 × ─ B1 B3 A22

129 十五年守相杜波鈹 趙 前 251 11702 B1 ─ C2 D（?） ◎趙 B

130 八年相邦剣▲ 趙 ─ 11706 B1 ─ C3 A4（?） B20

131 四年春平侯鈹 趙 前 232 11707 B1 ─ B1 A4 B21

132 十七年春平侯鈹 趙 前 249 11708 B1 ─ ─ C1 趙 A

133
十五年春平侯剣（※
十七年春平侯鈹）

趙 前 249 11709 B1 ─ ─ B3 A24

134 十八年相邦剣 趙 前 248 11710 B1 ─ ─ A3 A25

135
十三年鈹（※守相信
平君鈹）

趙 ⅡB・Ⅲ 11711 B2 ─ ─ ─ A26

136 七年相邦鈹 趙 ⅡB・Ⅲ 11712 B1 ─ C3 A4 B22

137 十七年春平侯鈹 趙 前 249 11713 B1 ─ ─ B1 A27

138 十七年春平侯剣（※鈹） 趙 前 249 11714 B1 ─ ─ C1 ◎趙A

139 十七年春平侯鈹 趙 前 249 11715 B1 ─ ─ × ◎趙A

140
十七年春平侯剣（※
鈹）▲

趙 ─ 11716 B2 ─ ─ C3 A28

141 十八年建信君鈹▲ 趙 ─ 11717 B1 ─ C3 A1 趙 B

番号 器名 国 時代 新収 年 命 庫 工帀 冶

142 三十年塚子韓春鈹 韓 前 243 295 A1 ─ B1/C5 ─ ─

143 十一年皋落戈 韓 ◎ⅡA 365 B2 A2 ─ C1 D7

144 宜陽戈 韓 ⅡA 368 × × C3 A4 B30

145 六年陽城令戈 韓 Ⅱ 569 A1 A2 ─ B2（?） B28

146 八年陽翟令矛 韓 ⅡB・Ⅲ 583 A1 B C1 B3 韓 B

147 四年相邦春平侯鈹 趙 前 232 776 B2 ─ C2 A1 B25

148 四年代相鈹 趙 前 225 777 B2 ─ B2（?） A1 B24

149 十八年莆反令戈 魏 前 301 977 B2 A3 ─ B4 F4

150 十六年寧壽令戟 趙 ⅡB 987 B1 B C3 A3 ─

151
十年 陽令戈（※十
年汝陽令戈）

韓 前 263 1090 A1 B C4 B3 B29

152 六年陀□戈 未 Ⅱ・Ⅲ 1181 A1（?） × C6 C4（?）
韓 B・
魏D等
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153 十一年 令戈 魏 ⅡA 1182 A2 A2 ─ ─ ×

154 二十八年上洛左庫戈 魏 ⅡA 1183 × × B1 C2 E2

155 十四年 下庫戈 魏 ⅠB・ⅡA 1186 A2 ─ B2 ─ ─

156 十一年房子令趙結戈 趙 ⅡB 1299 B2 × B1 B1 趙 A

157 二年邢令戈 趙 ⅡB・Ⅲ 1307 B2 B C4 B1 B23

158 十九年邦司寇陳授鈹 趙 前 247 1313 B1（?） ─ × × 趙B（?）

159 七年大梁司寇綬戈 魏 ◎Ⅱ・Ⅲ 1330 A1 ─ B1 A3 F5

160 二十四年晋□戈 魏 前 346 1331 A1 × B1 D D9

161 五年戈
◎
魏

Ⅱ・Ⅲ 1383 × × ─ B3 魏A・C

162 二十年丞藺相如戈戟 趙 前 279 1416 A2 ─ ─ × A35

163 漁陽鈹（※王立事鈹） 趙 ⅡB・Ⅲ 1481 ─ B A A1 趙 B

164 邙皮戟 趙 前 276 1492 A2 ─ B2 B2 ─

165 二十七年安陽令戈 韓 前 246 1493 A1 B C4 × A5

166 元年閏矛 魏 前 276 1544 A1 ─ ─ ─ ─

167 元年相邦建信君鈹 趙 前 244 1548 A1 ─ B1 A1 B26

168 二年邦司寇趙或鈹 趙 前 234 1631 A2 ─ B1 A1 B28

169 六年相邦司空馬鈹 趙 前 230 1632 × ─ B1 × 趙 B

170 廿年相邦建信君剣▲ 趙 ─ 1775 A2 ─ B1 A1 趙 C（?）

171 三年武平令剣▲ 趙 ─ 1776 A1 B B1 A1 趙 B

172 十二年相邦建信君剣▲ 趙 ─ 1777 A2 ─ C2 A1 趙 A

173 六年相邦建信君剣▲ 趙 ─ 1778 B1 ─ B1 A1 趙 B

174 十五年相邦春平侯剣▲ 趙 ─ 1779 B1 ─ ─ C1 趙 A

175 上皋落戈 韓 Ⅱ・Ⅲ 1782 × A2 ─ B1 韓 D

176 十七年春平侯鈹 趙 前 249 1810 × ─ ─ C1 A32

177 十八年平国君鈹 趙 前 248 1811 B1（?） ─ ─ B3 A31

178 九年京令戈 韓 Ⅱ 1812 A1 A1 × × 韓 B

179 十六年守相鈹 趙 前 250 1832 B1 ─ A B3 A30

180 二十七年泌陽工師戈 魏 前 344 1872 B2 ─ ─ A2 魏 B

181
六年襄城令戈（※新
収 1996 重出）

韓 前 233 1900 B1 B C4 B1 C4

182 二年令 宜陽戈 韓 前 310 1919 B1 A3 C1 B4 B31

183 十四年戈 未 Ⅱ・Ⅲ 1972 A1 × ─ A4 未定11

184 □陽邑令戈 未 Ⅱ・Ⅲ 1974 × A3 ─ B2 未定12

185 馬 令戈 未 Ⅱ・Ⅲ 1976 × A2 B1 × 未定14
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186 十二年負陽令戈 未 Ⅱ・Ⅲ 1977 A1 A3 ─ B1 未定13

187 十一年令少曲慎 戈 韓 Ⅱ 1978 A1 A1 ─ B4 D8

188 三年建信君鈹 趙 前 242 1988 A2 ─ C5 A1 ×

189 三年藺令戈 趙 ⅡB 1991 A2 A3（?） B1 B1 C3

190 九年藺令戈 趙 ⅡB 1992 B2 A3 B1 C3 C4

191 □九年藺令戈 趙 ⅡB 1993 A2 A3 × × ×

192 十九年冢子矛 韓 Ⅱ 1997 A1（?） ─ × ─ ×

193 □年芒 守令虔戈 魏 Ⅱ・Ⅲ 1998 × A1（?） ─ A4 C8

194 六年大陰令戈 趙 ⅡB・Ⅲ 1999 B2 B B1 B1 C5

番号 器名 国 時代 珍秦 年 命 庫 工帀 冶

195 廿一年安邑戈 魏 Ⅱ 92 A2 ─ ─ ─ 魏 A

196 廿一年晋或戟 魏 Ⅱ 98 A1 ─ B1 A4 ×

197 廿七年頓丘戈 魏 前 344 106 A2 A2 B1 A2 魏 C

198 廿八年左庫工師愈戟 魏 前 343 114 B2 ─ B1 A2 魏 F

199 卅年左庫工師愈戟 魏 前 341 122 B2 ─ B1 A2 魏 F

200 十三年皮氏戟 魏 Ⅱ 130 A2 ─ ─ ─ ─

201 十七年相邦卯戈 魏 Ⅱ 136 C ─ ─ ─ 魏 F

202 四年成陰嗇夫戟 魏 Ⅱ 148 A2 ─ ─ B3 魏 F

203 五年邢令戟 魏 Ⅱ 160 A2 A1 ─ A3
魏 E・
趙 C

204 王二年王垣戟 魏 Ⅱ 166 A2（?） A2 A ×
魏 A・
C・趙A

205 廿八年晋陽戟 趙 前 271 196 A2 B B1 B1 趙C（?）

206 廿八年陽邑戈 趙 前 271 202 A2 ─ ─ ─ 趙 C

207 二年邦司寇鈹【正】【背】 趙 前 234 208 A1/─ ─/─ B1/E B2/─ 趙B/─

208
廿三年 工 冒（卅
二年相都冉戟）

趙 前 276 218 A2 ─ ─ ─ 趙 A

209 韓少夫戟
趙

（?）
Ⅱ・Ⅲ 226 ─ A3 ─ B1

韓A・
魏F

210 七年王子工師戈 韓 Ⅱ・Ⅲ 234 A2 ─ ─ B4 韓 B

211 廿二年屯留戟 韓 前 251 240 A1 B B1 B3 韓 D

212 □年宅陽令戟刺 韓 Ⅱ・Ⅲ 246 A2 A2 A B2 ×

213
卅一年鄭令戟【正】／
四年春成左庫【背】

韓
前242/
前 235

256 A1/A1 A2/─ C4/C5 B3/─ 韓B/─



中
国
戦
国
時
期
青
銅
器
銘
文
の
史
料
化
に
関
す
る
一
試
論
（
下
田
）�

六
〇

番号 器名 国 時代 出典 年 命 庫 工帀 冶

214 七年盧氏令戈 韓 ◎前327 ア × A1 ─ × 韓 A

215 二年宜陽戈 韓 前 310 イ B2 A2 C3 B3 B32

216 八年陽城令戈 韓 前 265 ウ A1 A1 C5 B3 韓 B

217 八年陽城令戈 韓 Ⅱ・Ⅲ エ A1 A1 ─ B4（?） 韓B・C

218
十年宅陽令 登戟
【内】（※七年）／廿
六年宅陽右庫【胡】

韓
前266/
前 247

オ A1/A2 A2/─ A/B1 A4/─ ×/─

219 二年梁令長戟朿 韓 前 237 カ A1 B C5 B3 韓 B

220 十八年冢子戈 韓 前 255 キ A2 ─
C5（2
回）

─ 韓 A

221 廿年冢子戈 韓 前 253 ク A3 ─
C5（2
回）

─ 韓 A

222 二十四年 令戈
魏・
（韓）

Ⅱ ケ A1 A2 B2 B4（?）
魏 D・
韓B

223 廿七年 戈 魏 Ⅱ コ B2 ─ ─ ─ 魏 A

224 卅三年 陰令戈 魏 前 338 サ A1 A1 ─ B3 D10

225 八年首垣令戈 魏 Ⅱ・Ⅲ シ A2 A2 ─ A4 魏 F

226 七年武城相邦戟 趙 Ⅱ・Ⅲ ス B1 ─ ─ B2（?） 趙 A

227 六年代相鈹 趙 前 223 セ A1 ─ B2 A1 B27

228 二年平陶令戈 趙 ⅡB ソ A2 A3 ─ C4 趙 C

229 三年大将弩機 趙 前 233 タ B2 ─ ─ ─ ─

230 十七年春平侯鈹 趙 前 249 チ A1（?） ─ ─ B3 A33

番号 器名 国 時代 集成 年 命 庫 工帀 冶

231 十年弗官容 鼎 魏 Ⅱ・Ⅲ 2240 A1 ─ ─ ─ ─

232 二年 鼎（※二年寧鼎） 魏 Ⅱ・Ⅲ 2481 A1 ─ ─ ─ C1

233 四年昌国鼎 趙 Ⅱ・Ⅲ 2482 A2 ─ ─ A4 A1

234 卅年鼎 魏 前 341 2527
A1（2
回）

C （ 2
回）

─ ─
C2（2
回）

235 十七年平陰鼎蓋 魏 Ⅱ 2577 A1 ─ ─ A3 C3

236
十三年上官鼎（※十
三年梁陰鼎）

魏 Ⅱ・Ⅲ 2590 A1 A2 ─ ─ D1

237 十一年庫嗇夫鼎 趙 Ⅱ・Ⅲ 2608 A2 ─ C5 ─ ─

238 廿七年大梁司寇鼎 魏 Ⅱ 2609 A1 ─ ─ ─ ─

239 廿七年大梁司寇鼎 魏 Ⅱ 2610 A1 ─ ─ ─ ─
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240 卅五年鼎【蓋】【器】 魏 前 336 2611
A2（2
回）

A1（2
回）

─ ─ C9

241
廿三年 朝鼎（※十
九年合陽鼎）

魏 Ⅱ 2693
A2【蓋】
B2【器】

─ ─ ─ ─

242 梁十九年亡智鼎 魏 Ⅱ 2746
A2（2
回）

─ ─ ─ ─

243 卅二年坪安君鼎
魏・
（衛）

前 244 2764
A1（2
回）

─ ─ ─ F9

244 信安君鼎 魏 Ⅱ 2773
A1（2
回）

─ ─ ─
F7【器】
F8【蓋】

245 坪安君鼎
魏・
（衛）

前 244 2793
A1（4
回）

─ ─ ─
魏 F

（2回）

246 卅五年 魏 前 336 9449 A1 A1 ─ ─ C10

247 安邑下官壺（※鍾） 魏 Ⅱ 9707 A2 ─ ─ ─ C4

248 廿七年 魏 Ⅱ 9997 A2 ─ ─ ─ ─

249 司馬成公権 趙 Ⅱ・Ⅲ 10385 A2 A2 A C2 ─

250 三年杖首 趙 Ⅱ・Ⅲ 10465 A1 ─ ─ ─ B1

番号 器名 国 時代 出典 年 命 庫 工帀 冶

251 六年相室趙 鼎 趙 Ⅱ・Ⅲ ツ A2 ─ ─ C1 趙 A

252 九年承匡令鼎 魏 Ⅱ・Ⅲ テ A2 A1 ─ A3 魏 F

253 鼎 魏 Ⅱ・Ⅲ ト A2 ─ ─ ─ ─

254 三年垣上官鼎 魏 Ⅱ・Ⅲ ナ B2 ─ ─ ─ ─

255 右 鼎 魏 Ⅱ・Ⅲ ニ A2 ─ ─ A4 ─

256 滎陽上官皿 韓 Ⅱ・Ⅲ ヌ A2 ─ ─ ─ ─

257 十四年成皋令鼎 韓 Ⅱ ネ A1 B ─ ─ ─

字形分析の困難な三晋紀年青銅器

番号 器名 国 出典 番号 器名 国 出典

258 王二年成算車轄 韓 ノ 265 八年相邦建信君矛▲ 趙 ミ

259 卅□年王右庫工師車轄 未定 ハ 266 八年春平侯矛 趙 ム

260 三年建信君鈹 趙 ヒ 267 元年春平侯剣 趙 メ

261 王三年陽人令戈 韓 フ 268 十七年安成令矛 韓 モ

262 王十二年戟 韓 ヘ 269 十九年雍氏矛 韓 ヤ

263 三年相邦建信君矛▲ 趙 ホ 270 十六年陽翟令戈 韓 ユ

264 二年春平侯矛 趙 マ 271 沢君七年戈 韓 ヨ
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表二　「年」字編年表

A1 A2 A3 B1 B2

前 350
戦国中期前
半（ⅡA）

　

51 韓　　35 魏
前 340　 前 338

28 魏
前 337

44 韓
Ⅱ A

23 韓　 　19 魏
前 308　　前 338

143 韓　　31 魏
ⅡA　　 前 346　　

前 300
戦国中期後
半（ⅡB）

　

52 韓　　166 魏
前 270　 前 276

　　　　　　　

67 韓　 　　　　　 162 趙
前 258　　　　　　 前 279

62 韓
前 256

　　　　　　

76 韓　　　　　　　129 趙
前 264　　　　 　　前 251

　　　　　　　　　 156 趙
　　　　　　　　　 ⅡB

前 250
戦 国 後 期
（Ⅲ）

前 221 63 韓　　243 魏　 227 趙
前 235　 前 244　 前 223

　　　　　
　　　　　　　　　

65 韓　 　15 魏　 　118 趙
前 231　　前 248　　前 242

　　　　　　

123 韓　　　　　　 139 趙
前 240　　　　　　 前 249

　　　　　　　　　 148 趙
　　　　　　　　　 前 225

表三　「命」字編年表

A1 A2 A3 B C

前 350
戦国中期前
半（ⅡA） 214 韓　　28 魏

前 327　　前 337
143 韓　　222 魏
ⅡA　　 ⅡA

182 韓　149 魏
前 310　前 301

19 魏
前 338

前 300
戦国中期後
半（ⅡB） 52 韓

前 270
218 韓
前 266

　　 　
　　　
　　　
　　　　　　　 190 趙
　　　　　　　 ⅡB

57 韓　　 86 趙
前 253　　Ⅱ B

17 魏　　 53 趙
Ⅱ B　　 ⅡB

前 250
戦 国 後 期
（Ⅲ）

前 221
123 韓
前 240

　　　 15 魏
　　　 前 248

77 韓　 　55 趙
前 238　　前 249
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表二　「年」字編年表

A1 A2 A3 B1 B2

前 350
戦国中期前
半（ⅡA）

　

51 韓　　35 魏
前 340　 前 338

28 魏
前 337

44 韓
ⅡA

23 韓　 　19 魏
前 308　　前 338

143 韓　　31 魏
ⅡA　　 前 346　　

前 300
戦国中期後
半（ⅡB）

　

52 韓　　166 魏
前 270　 前 276

　　　　　　　

67 韓　 　　　　　 162 趙
前 258　　　　　　 前 279

62 韓
前 256

　　　　　　

76 韓　　　　　　　129 趙
前 264　　　　 　　前 251

　　　　　　　　　 156 趙
　　　　　　　　　 ⅡB

前 250
戦 国 後 期
（Ⅲ）

前 221 63 韓　　243 魏　 227 趙
前 235　 前 244　 前 223

　　　　　
　　　　　　　　　

65 韓　 　15 魏　 　118 趙
前 231　　前 248　　前 242

　　　　　　

123 韓　　　　　　 139 趙
前 240　　　　　　 前 249

　　　　　　　　　 148 趙
　　　　　　　　　 前 225

表三　「命」字編年表

A1 A2 A3 B C

前 350
戦国中期前
半（ⅡA） 214 韓　　28 魏

前 327　　前 337
143 韓　　222 魏
ⅡA　　 ⅡA

182 韓　149 魏
前 310　前 301

19 魏
前 338

前 300
戦国中期後
半（ⅡB） 52 韓

前 270
218 韓
前 266

　　 　
　　　
　　　
　　　　　　　 190 趙
　　　　　　　 ⅡB

57 韓　　 86 趙
前 253　　Ⅱ B

17 魏　　 53 趙
Ⅱ B　　 ⅡB

前 250
戦 国 後 期
（Ⅲ）

前 221
123 韓
前 240

　　　 15 魏
　　　 前 248

77 韓　 　55 趙
前 238　　前 249
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表四　「庫」字編年表

A B1・B2 C1 C2 C3 C4 C5

前 350
戦国中期前
半（ⅡA） 35 魏　　 222 魏

前 338　　ⅡA
182 韓　　19 魏
前 310　　前 338

51 韓
前 339

前 300
戦国中期後
半（ⅡB） 218 韓　　86 趙

前 266　　Ⅱ B
211 韓　　70 趙
前 251　　前 270

33 韓　 　100 趙
前 271　　Ⅱ B

107 趙
前 254

150 趙
Ⅱ B

56 韓
前 256

27 趙　　 216 韓
Ⅱ B　　 前 265

前 250
戦 国 後 期
（Ⅲ）

前 221
　　　　 179 趙
　　　　 前 250

93 趙　　 148 趙
Ⅲ　　　 前 225

　　　　 119 趙
　　　　 Ⅲ

111 趙
前 237

112 趙
前 237

64 韓
前 234

188 趙　　213 韓
前 242　　前 235

表五　「工帀」字編年表

A1 A2 A3 A4 B1 B2 B3 B4 C

前 350
戦国中期前
半（ⅡA）

180 魏
前 344

12 魏
Ⅱ

41 魏　　　144 韓
ⅡA　　　ⅡA 44 韓　　　　45 魏

ⅡA　　　　ⅡA

224 魏
前 338

23 韓
前 308

〈C2〉
154 魏
前 338

前 300
戦国中期後
半（ⅡB）

70 趙
前 270

100 趙
Ⅱ B

17 魏
Ⅱ B

　　　　　　 54 趙
　　　　　　前 297

55 趙
前 249

33 韓
前 271

37 韓
前 267

〈C1〉
27 趙
Ⅱ B

前 250
戦 国 後 期
（Ⅲ）

前 221 118 趙
前 242

112 趙
前 237

15 魏　　　131 趙
前 248　　 前 232

181 韓　　　 137 趙
前 233　　　 前 249

207 趙
前 234

87 韓
前 233

80 韓
前 241

〈C1〉
132 趙
前 249
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表四　「庫」字編年表

A B1・B2 C1 C2 C3 C4 C5

前 350
戦国中期前
半（ⅡA） 35 魏　　 222 魏

前 338　　ⅡA
182 韓　　19 魏
前 310　　前 338

51 韓
前 339

前 300
戦国中期後
半（ⅡB） 218 韓　　86 趙

前 266　　Ⅱ B
211 韓　　70 趙
前 251　　前 270

33 韓　 　100 趙
前 271　　Ⅱ B

107 趙
前 254

150 趙
Ⅱ B

56 韓
前 256

27 趙　　 216 韓
Ⅱ B　　 前 265

前 250
戦 国 後 期
（Ⅲ）

前 221
　　　　 179 趙
　　　　 前 250

93 趙　　 148 趙
Ⅲ　　　 前 225

　　　　 119 趙
　　　　 Ⅲ

111 趙
前 237

112 趙
前 237

64 韓
前 234

188 趙　　213 韓
前 242　　前 235

表五　「工帀」字編年表

A1 A2 A3 A4 B1 B2 B3 B4 C

前 350
戦国中期前
半（ⅡA）

180 魏
前 344

12 魏
Ⅱ

41 魏　　　144 韓
ⅡA　　　ⅡA 44 韓　　　　45 魏

ⅡA　　　　ⅡA

224 魏
前 338

23 韓
前 308

〈C2〉
154 魏
前 338

前 300
戦国中期後
半（ⅡB）

70 趙
前 270

100 趙
Ⅱ B

17 魏
Ⅱ B

　　　　　　 54 趙
　　　　　　前 297

55 趙
前 249

33 韓
前 271

37 韓
前 267

〈C1〉
27 趙
Ⅱ B

前 250
戦 国 後 期
（Ⅲ）

前 221 118 趙
前 242

112 趙
前 237

15 魏　　　131 趙
前 248　　 前 232

181 韓　　　 137 趙
前 233　　　 前 249

207 趙
前 234

87 韓
前 233

80 韓
前 241

〈C1〉
132 趙
前 249


